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ジ
ョ

ン

･

ロ

ッ

ク

の

教
育
論

(

続
)

-
身
体

鍛
練
論
と

身
体

観
と

の

関
係
に

つ

い

て

1

は

じ
め

に

本

稿
は

､

拙

稿
｢

ジ

ョ

ン

･

ロ

ブ

ク

の

教

育
論

-
レ

ク

リ

エ

(

1
)

イ

シ

ョ

ン

の

機

能

を

中

心
と

し

て

ー
+

(

以
下

｢

レ

ク

リ

エ

イ

シ

ョ

ン

の

機
能
+

と

略
す

｡

)

か

ら
の

継
続
研

究
と

し

て
､

ロ

ッ

ク

(

2
)

の

身
体

鍛
練
論
と

そ

の

根
底
に

あ

る

身
体

観
と

の

関
係
に

つ

い

て

論
じ
る

も

の

で

あ

る
｡

周

知
の

ご

と

く
､

ロ

ッ

ク

の

『

教

育
に

関
す
る

若

干
の

考
恕
』

(

以

下

『

教

育
論
』

と

略

す
｡

)

で

は
､

冒
頭
の

三

十

節

が

身
体

の

健

康
と

そ

れ

を

も
た

ら
す

鍛
練
の

方

法
と

に

つ

い

て

あ

て

ら

れ

(

3
)

て

い

る
｡

そ

こ

に

ロ

ッ

ク

が

提
示

す
る

健
康
と

体

力

と

に

満
ち

あ

ふ

れ

た

紳
士

階

叔
(

¢
e

已

召
)

の

姿
は

､

当

時
の

イ

ギ

リ

ス

の

み

唐

木

園

彦
(

4
)

な

ら

ず
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

大

陸
に

ま

で

大
き

な

影

響
を
与

え

た
｡

歴
史

家

ト

ウ
ニ

ー

は
､

『

教
育
論
』

が

フ

ラ

ン

ス

に

細
介
さ

れ

た

と

き

の

状

況

を

つ

ぎ

の

よ

う

に

評

し

て

い

る
｡

｢

貴
族
で

も

官

僚
で

も

な

く
､

た

ん

な

る

｢

善
良

な
ブ

ル

ジ

ョ

ア

(

b

呂

ど
弓
g
e
O
i

∽

)

+

に

す
ぎ

な
い

イ

ギ

リ

ス

･

ジ
ェ

ン

ト

リ

の

勝
ほ

こ

っ

た

歩
み

は
､

(

5
)

一

六

九
五

年
の

コ

ス

ト

氏
に

ほ
､

島
国
の

た

く
ま

し

さ

(

訂
払

已
罵

(

6
)

d

苫
P

日

互
の

証

拠
で

あ

る

よ

う
に

み

え
た
+

｡

身
体

の

鍛

練

を

紳
士

教
育
の

重

要
な

部
分
と

し

て

考
え

､

｢

魂
(

哲
已
)

､

あ
る

い

ほ

理

性
の

み

に

気
を

と

ら
れ

て

い

た

人
々

よ

り

も
､

身
体
に

た

い

(

7
)

し

て

ヨ

リ

多
く
の

注

意
を

払
っ

た
+

点

に

お

い

て
､

『

教

育

論
』

(

8
)

は
､

｢

イ

ギ

リ

ス

紳
士

教
育
論
の

エ

ッ

セ

ン

ス

を

結
集

し

た
+

も

の

と

し
て

評
価
で

き

よ

う
｡

∂∂β
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▲

､

′

し
か

し
､

『

教
育
論
』

の

鍛
練
論
に

た
い

し

て
､

も

う
一

つ

の

重

要
な

指
摘
と

評
価
と

が

あ

る

こ

と

を

忘
れ

て

は

な

ら

な
い

｡

ラ

ス

キ

に

よ

れ

ば
､

『

教

育
論
』

の

鍛
練
は

､

紳
士

階

叔
が

｢

国
事

に

お

い

て

で

あ

れ
､

私

的
な

業
務
の

経

営
に

お

い

て

で

あ

れ
､

支

(

9
)

配
の

た

め
の

能
力
+

を
つ

け

る

こ

と

を

意
図
し

､

彼
ら
が

｢

勝
ち

(

1 0
)

得
た

力
の

均
衡
(

e
q

已
】
-

訂
訂
日
)

を

維
持
す
る

た

め
+

の

目

的
を

も
つ

､

と

さ

れ

る
｡

ラ

ス

キ

が

こ

の

よ

う
な

評
価

を

く
だ

す
の

は
､

後
に

詳
論
す

る

よ

う
に

､

『

教
育
論
』

の

公

刊
四

年
後

､

ロ

ブ

ク

自
ら

の

手
で

､

い

わ

ば

｢

貧
民

教

育
論
+

と

も

呼
ば

れ

る

ぺ

き

(

1 1
)

｢

労
働
学
校
+

(

案
)

が

起
草
さ

れ

た

事
実
が

あ

る

か

ら
で

あ

る
｡

ラ

ス

キ

は
､

ロ

ッ

ク

が

紳
士

教
育
と

貧
民

教

育
と
の

同

時
並

行

的

な

試
案
を

も

ち
､

前
者
に

は

支
配
の

能
力
を

､

後

者
に

は

服
従
の

能
力

を

期

待
し

て

い

た
､

と

指
摘
し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

一

般
的
に

､

身
体

を

鍛
練
し

､

健
康
と

体

力
と

を

得
る

こ

と

は
､

(

1 2
)

｢

人

生
に

お

け

る

困

難
一

般
に

た

え
る

力
+

を
つ

け

る

意
味
に

お

い

て
､

あ

ら
ゆ

る

も
の

の

基
礎
に

置
か

れ

る
ぺ

き

も
の

､

と

考
え

ら
れ

て

い

る
｡

し

か

し
､

そ

れ

は
､

た

ん

に

個
人
の

身
体

を

抽
象

化
･

一

般
化
し

た

場

合
だ

け
に

い

え
る

こ

と

で

あ

る
｡

そ

の

個
人

が

具
体

的
な

社

会
関
係
の

中
に

置
か

れ

る

と

き
､

｢

困

難
一

般
に

た

え

る

力
+

は
､

ヨ

リ

具
体

性
を

も
っ

て

こ

ざ

る

を

え

な
い

｡

ラ

ス

キ

の

指
摘
は

､

こ

の

点
で

ロ

ッ

ク

の

鍛
練
論
に

再

評
価

を

加
え

(

1 3
)

る

必

要
を

示

唆
し

て

い

る
｡

そ

こ

で
､

本
稿
で

ほ
､

ま

ず
『

教

育
論
』

に

お

い

て
､

き

わ
め

て
一

般
的
に

述
べ

ら

れ

て

い

る

鍛
練
論
が

､

い

か

に

紳
士

階

級
の

現
実
的

な

課
題
と

深
く

結
び

つ

い

て

い

た

か

を

検
討
す

る
｡

つ

ぎ

に
､

上
の

鍛
練
論
が

｢

労
働
学
校
+

で

ど
の

よ

う
に

適
用
さ

れ

た

か

を

検
討

す
る

｡

そ

し

て
､

最
後
に

､

『

教

育
論
』

と

｢

労
働
学

校
+

と
の

間
に

相

違
す

る

鍛
練
方

法
が

そ

れ

ぞ

れ

い

か

な

る

身
体

観
に

支

え

ら

れ

て

い

る

か

を

明

ら
か

に

す

る
｡

た

だ

し
､

『

教
育
論
』

以

外
の

ロ

ッ

ク

の

諸

著
作
は

､

従

来
か

ら

体

育
学
の

観
点
で

検
討
さ

れ

る

機

会
が

少

な
か

っ

た

の

で
､

本

稿
で

は
､

や

む

を
え

ず
､

体

育
学
研

究
の

外
か

ら
ロ

7

ク

研
究
の

成
果
を

借
り

て

こ

ざ
る

を

え

な

か
っ

た
｡

も

し

本

稿
に

引

用
あ

る

い

は

解

釈
上
の

誤
り

が

あ

れ

ば
､

こ

の

よ

う

な

理

由
を

御
承

知
の

上
､

示

唆
､

鞭
撞
を

い

た

だ

き

た

い
｡

(

1
)

一

橋
論
叢

､

第
六

十
二

巻
､

第
三

号
､

二

八

-
五

一

.

ヘ

ー

ジ

に

所
収

｡

こ

こ

で

検
討
さ

れ

た

の

は
､

『

教
育

論
』

に
一

貫
す
る

ロ

ッ

ク

の

教

育

原
理

と
レ

タ

リ

エ

イ
シ

ョ

ン

と

の

関

係
に

つ

い

て

で

あ
っ

た
｡

こ

の

関

係
が

い

か

な

る

社

会
的

･

歴
史
的

背
景
を

も
つ

か

に

つ

い

て

は
､

｢

紳
士

階
級
と

レ

ク

リ

エ

イ
シ

ョ

ン

と
の

関

係
+

､

｢

イ
ン

グ

ラ

ン

ド

の

初

期

資
本

主

義

時

代
に

あ
っ

て
､

労
働
と
レ

ク

ウ

ェ

イ

シ

ョ

ン
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と

が

身
体

観
の

中
で

ど
の

よ

う
な

関

連
を

与

え

ら

れ
て

い

た
か
+

(

同

上
､

五
一

ペ

ー

ジ

参
照

｡

)

等
々

の

問
題
と

し

て

残

さ

れ

て

い

た
｡

本

稿
で

は
､

そ

れ

ら
の

う

ち
､

レ

ク

リ

エ

イ
シ

ョ

ン

の

身

体

鍛

練
の

側
面
に

焦
点

を

し
ぼ

り
､

そ

の

社
会

的
･

歴
史
的

背
景
を

検

討
し

た
｡

な

お
､

主

た

る

テ

ク

ス

ト

で

あ

る

『

教

育

論
』

(

J
O

ビ
ロ

P
0
0

吋
e

､

-

哲
▼

m
e

→
ビ
○

亡
g

E
∽

8
⊇
り

e

→
ロ
i

n

的

H
み

妄
U

P
t
i

O
n
√

-

$
レ

〕

は
､

前

回
､

二

八
ペ

ー

ジ

注

(

1
)

で

示
し

た

事
情
か

ら
､

ア

ク

ス

テ

ル

窮

『

ジ

ョ

ン

･

ロ

ブ

タ

の

教

育

著

作

(

j
F
O

田
山

⊆
U

巳
-

O

n

巴

W
ユ
T

F
内
払

○

こ
O

F

n

P
O
O

打
e

㌧

A
O

ユ

旨
巴
e

巴
t

-

○

ロ

司
-

旨
-

n
t

3
み

妄
じ

江
0

ロ

p

ロ

ー

ゴ
O

t
e

S

b

叫

甘
2
e
∽

｢

A
已
e
-

-
.

C
P

m

官
岩
的
e

､

亡

2 .

く
e

宗
旨
y

勺

言
霊
-

-

諾
∽

.

)

』

を

用
い

､

引

用

文
の

節
お

よ

び

ペ

ー

ジ

数
は

､

こ

れ

に

よ

る
｡

(

2
)

こ

こ

で

｢

身
体

鍛

練
+

の

用

語

を

用
い

る

の

は
､

ロ

ッ

ク

の

｢

身

体

を

苛
殊
に

よ
っ

て

鍛

練

さ

せ

る

(

F
p

≦.

口

内

せ
○

払

叫

e

帥
e

3
i

払

e

払

ま
t

F

F

琶
d
∽

E
屈
)

+

(
-

J

芦
､

肋

-

○

ツ

ワ
N

-

P
)

と
い

う

表
現

を

生

か

す

た

め
で

あ

る
｡

な

お
､

プ
ア

ン

･

ダ
ー

レ

ン

(

く
P

ロ

ロ
巴
e

ロ
､

U
-

声
)

､

､
､

､

プ

チ

エ

ル

(

呂

旨
ビ

示
-

-
-

声

P
)

､

ベ

ネ

ッ

ト

(

出
e

ロ

n
e
t

t
-

声

｢
)

ら

は
､

ロ

ッ

ク

の

体

育

思

想
を

｢

訓

練

主

義
(

営
害

首
-

i

n
p

ユ
P

ロ
ー

払

m
)

+

で

あ

る
､

と

し

て

い

る

(

く
P
n

D
巴
e

ロ
.

U
e

O

b
O
-

中

野
-

g
i

邑
F

e
-
-

.

望
m
e

→

P
-

p

n

中

日
e

n

n
e

t

t
､

ロ
コ
ー

O

e

｢
-

､

A
.

司
○

ユ
か

H
i

仏

t
O

→

y

O
f

勺
F

笥
ど
巴

E
〔 .

F
O

巳
-

○

ロ

も
已
t

喜
阜
p

E
-

○

岩
勺

E
O

阜
0

0

日

官
r

?

P
t
-

d

d
㌧

Z
e

弓

吋
○
【

打

こ
思
い

.

p
.

-

浩
.

)

｡

(

3
)

従

来
､

こ

の

三

十

節
だ

け
が

体

育
学

研
究
の

対

象
と

さ

れ
て

き

た

(

た

と

え

ば
､

江

帝
供
四

郎
､

猪
飼
道

夫

『

体

育
の

科

学

的

基

礎
』

鮎β

東
洋

館
出

版
社

､

昭

和
四

十

年
､

八
ペ

ー

ジ

以

下
)

｡

し
■
か

し
､

本

稿
で

後
に

指
摘

す
る

よ

う
に

､

ロ

ッ

ク

の

身

体

鍛

練
論
は

､

す

ぐ
れ

て

階

奴

的

な

視

点
か

ら

論
じ
ら

れ

て

い

る
｡

こ

れ

は
､

『

教
育

論
』

全
体
の

中
に

彼
の

身
体

鍛
練
論
を

位
置
づ

け

て

は

じ

め
て

明

確
に

さ

れ

る

こ

と

で

あ

る
｡

(

4
)

ロ

ッ

ク

の

『

教

育

論
』

の

影

響
が

ル

ソ

ー

と

博

愛

主

義
者
た

ち

と

を

通

じ
､

多
か

れ

少
な

か

れ

｢

新

時
代

の

教

育

学

と

教

授
学
+

の

基

礎

と

な
っ

た

こ

と

は
､

ロ

ッ

ク

研
究
の

定

説

と

な
っ

て

い

る

(

○
巾

･

句
e

O

F
t

n
e

r
､

出
d

仁
P

a
.

､

J

O

F
n

P

g
軒
｡

､

e

F

望
-

P

巴
-

払

計
ロ

g
e
-

∽
t

-

g
e

n

粥
即

日
思
e

日

日
ロ
g

-

呂
曾

-

ヨ

ー

リ

J

旨
旨
戸
口

告
ユ
･

竺
巨

t

管
り
t

､

-

00

諾
-

訟
-

N
-

○

-
N

-

-
●

)

｡

(

5
)

吋

訂
【

r

e

C
O

賢
e

(

-

誅
00

ー
ー

ヨ
○

｡

彼
は

､

『

教

育
論
』

の

最
初

の

外

国

語

翻

訳

者

で

あ

る
｡

(

e
e

-

ぶ
〔 .

F
O
h

邑
○

ロ

計
仏

E
n
巾

賀
∽

､

→
→

P
β

已
叶

払
0

-
-

A
β

巴
○
-

s

p

P
→

勺

〔

岩
.

→

岩
〕

C

〔

○
∽
t

e
〕

㌧

A
m
∽
t

e
r
･

臣
P

ヨ
ー

A
n
t
0

2 .

e

哲

訂
-

t

e
.

-

$
L

ご

十

八

世

紀
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

彼
の

翻
訳
が

最
も

広
く

読
ま

れ
､

イ

タ

リ

ア

語

版

(

-

N

い

∽

)

は
､

彼
の

フ

ラ

ン

ス

語

版
を

テ

ク

ス

一

に

し
て

い

る

(

A

巳
年

-

､

○

や
C

チ

ワ

諾
●

)

｡

(

6
)

→
p

弓
n
e

ゴ

ロ

H
e

n
→

y
.

-

へ

→
F
e

巴
旨

O
f

G
e

ま
り

さ

ー

訟
∽

1

-

窒
○

㌧

→
け
e

肖
c

O

ロ
○

ヨ
ど

H
-

払

什

○
→

叫

声
e

5 .

e

宅
､

く
0
-

.

榊
H

.

Z
〇
.

-
.

-

空
T

-
一

句
p
.

-

-
い

∽
-

な
お

､

本

稿
の

引

用

文

は
､

浜
林
正

夫

訳

『

ジ

ェ

ン

ト

リ

の

勃

興
』

未

来

社
､

一

九

五

七

年
､

七
ペ

ー

ジ

に

よ
っ

た
｡

㌔

.
ノ
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▲

､一

(

7
)

○

や

0
-

√

く
中
ロ

ロ
巴
e

ロ

p
･

邑
O
t

訂
1
払

】

や

ー

¢

ド

(

8
)

梅

枚
悟

『

西

洋

教
育

恩

恵

史
､

第
一

巻
､

紳

士

教

育

論
の

時
代
』

誠

文

堂

新

光

社
､

昭

和
四

十

三

年
､

二

六

九
ペ

ー

ジ
｡

こ

こ

で

梅
根

氏

は
､

ロ

ッ

ク

の

『

教
育

論
』

が

｢

非

政

治

的
で

非

政

策

的
な

教

育

論
で

あ
る

と

い

う
こ

と

に

お

い

て

お

の

ず
か

ら

名

誉

革

命
に

お

け

る

教

育

問

題
の

扱
い

方
に

つ

い

て

原

理

的

な

も
の

を

示

唆
し

て

い

る
+

(

同

上

書
､

二

六

九
ペ

ー

ジ
)

と
の

べ

て

い

る

が
､

少
な

く
と

も

身

体

鍛

練
に

関

す
る

か

ぎ
り

､

そ

の

よ

う

な

評
価
に

は
､

後
に

本

文

で

明

ら
か

に

す
る

諸

問
題
が

看
過

さ

れ

て

い

る
､

と

考

え
る

｡

(

9
)

(

1 0
)

｢
p

許
-

､

H

宅
○
-

D
J

､

→
F
O

巴
仏

¢

O
h

E

弓
○
せ
e

巴
-

E
T

e

岩
-

訂

m
､

p

ロ

e

詮
P

y

-

n

ど
t

e

召
1

e
t

p
t
-

○

ロ
バ

ビ
U

▲

已
○

ロ
)

-

冨
P

や

や

ー
ー

(

1 1
)

こ

の

｢

労

働
学

校
+

(

案
)

は
､

せ
0

邑
O
n

→
昌
一
0

吋
p

官
r
の

ー

ー

O

E
+

ロ

已

申

p

や

ー

冒
-

N

志

1
N

畠
､

N

き
N

い

ぃ
-

N

巴
-
N

$
､

N

設
-

N

謎
-

N

∞

h
-

い

ー

か
一

山

N

か
､

い

畠
-
訟
小

に

所

収
さ

れ
て

お

り
､

そ

の

写

し

と

し
て

､

句
O

対

日
○

喜
+

ロ
e

､

]

甲

声
∴
→
F
e

H

L
f

e

O

こ
○

ビ
ロ

P
g
打
e

㌧

-

n

t

弓
○

召
-

仁

ヨ
e
∽

､

Z
e

弓

ぺ
○
→

打
､

-

00

諾
r

く
○
-

.

H

-
.

せ

り

い

ヨ
ー

い

苫
.

が

あ

る
｡

な

お
､

そ
の

内

容
お

よ
び

背

景
に

つ

い

て
､

本

文

五

六
ペ

ー

ジ

に

詳
論

す
る

｡

(

1 2
)

水

野

息

文

『

体

育

思

想

史
序

説
』

せ

界
書

院
､

昭

和
四

十
二

年
､

八

八
ペ

ー

ジ

(

第

Ⅱ

部

第
七

草

第
三

節
､

ロ

ッ

ク

の

体

育

思

想
)

｡

水

野

氏
は

､

こ

こ

で
､

ロ

ッ

ク

の

鍛

練

論
を

｢

プ

ラ

ト

ー

ン

的

な

休

育

観
+

へ

の

回

帰

で

あ

る
､

と

み

て

い

る
｡

し

か

し
､

回

帰
の

理

由

に

つ

い

て

は
､

何
ら

触
れ

て

い

な
い

｡

(

1 3
)

教

育

学
で

は
､

労
働

と

教

育

と
の

関

係
を

め

ぐ
っ

て

同

様
の

問

題
に

つ

い

て

論

争
が

あ
っ

た

(

梅

租
借

『

新
教

育
へ

の

道
』

誠
文

堂

新

光

社
､

昭

和
二

十
三

年
､

第
四

版
､

八

八

-
八

九
ペ

ー

ジ
､

お

よ

び

矢

川

徳
光

『

新
教

育
へ

の

批

判

1
反
コ

ア
･

カ

リ

キ
ュ

ラ

ム

論

-
』

刀
江

書

房
､

一

九

五

〇

年
､

を

参
照
)

｡

こ

の

論

争
は

､

ロ

ッ

ク

の

『

教

育

論
』

に

含
ま

れ
る

｢

ブ

ル

ジ

ョ

ア

的

リ

ベ

ラ

リ

ズ

ム

+

を

ど

う

評

価

す
る

か

の

論

争
で

も

あ
っ

た
｡

体

育

学
で

ほ
､

城
丸

章

夫

氏
が

『

現

代

教
育

学
､

第

十

四

巷
』

岩
波

､

一

九
六
二

年
､

六
ペ

ー

ジ

以

下
で

同

様
の

観

点

か

ら
ロ

ッ

ク

の

鍛

練
論
を

扱
っ

て

い

る
｡

『

教
育

論
』

に

お

け

る

身
体

鍛

練
方

法

ロ

ッ

ク

が

身

体
の

鍛
練
を

重

視
し

た

理

由
と

し

て

は
､

彼
自

身
､

(

1
)

晩
年
病
弱
で

あ

っ

た

こ

と
､

お

よ

び

若
年
か

ら

医

学
の

研

究
と

経

(

2
)

鹸
と

を

積
ん

で

い

た

こ

と

と
が

あ

げ

ら

れ

る
｡

『

教
育
論
』

に

お

け

る

鍛
練
の

主

要
方
法

は
､

と

く
に

後
者
の

理

由
に

関
連
し

て

彼

の

医

学
観
に

負
う
と
こ

ろ
が

大
き
い

｡

彼
の

医

学
観
は

､

未
定

稿
『

医

学
に

つ

い

て
(

.

D
e

巴
リ

t

e

呂
e

チ

(

3
)

訂
P

:
票

{

こ
』

に

お

い

て

端
的
に

示

さ

れ

て

い

る
｡

ロ

ッ

ク

が

そ

こ

で

最
も

強
調

し

て

い

る

の

は
､

自
然
を

観
察
す

る

こ

と

の

重

要
性
で

あ

る
｡

ロ

グ

ク

に

よ

れ

ば
､

当

時
の

医

学
は

､

｢

大

自
然

O
V

の

作
用

(

O

p
①
【

邑
○

ロ

O
h

ロ
p
t

喜
e
)

と

諸

事
物
の

成

行

き
(

e

く

¢

ロ
什

朗
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(

4
)

O
f

t

E
口
内
S
)

と

を

観
察
す
る

こ

と
+

に

重

点
が

置
か

れ

て

い

た

の

で

は

な

く
､

む
し

ろ

｢

あ
る

仮

説
を

想

定
し

､

確
証
の

た

め
の

(

5
)

基

礎
を

そ

の

仮

説
の

上
に

置
く
+

方

法
が

と

ら

れ

て

い

た
｡

こ

れ

に

た

い

し

て
､

ロ

ッ

ク

は
､

過

去
に

お

い

て

｢

真
の

認
識
ほ

､

ま

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ず
現
世

(

宅
○

ユ

e

に

お

い

て
､

経
験
と

理

性
的
な

作
業
と

に

よ

(

6
)

っ

て

発
達
し

た
+

(

傍
点

は

引

用

者
｡

以

下

同
意

｡

)

と

い

う

事
実

を

認
め

､

｢

諸

学
派
の

格
率
に

よ

り
も

自
然
の

働
き
に

つ

い

て

時

(

7
)

間
と

思

考

と

を

あ
て

る

者
+

こ

そ

其
の

認
識
に

到
達
で

き

る
､

と

の

立

場
を
と

る
｡

こ

の

よ

う
な

批
判
と

反

省
の

上

に

立

ち
､

彼
は

､

医

学
が

自

然
の

観
察
に

基
づ

か

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

こ

と

を

強

調

す

る
｡

こ

れ

は
､

ロ

γ

ク

が

医

学
を

自
然
科
学

､

あ

る

い

は

科

学

(

8
)

技
術
と

し

て

把

握
し

て

い

る

こ

と

を

示

す
も
の

で

あ

る
｡

そ

の

結

果
､

彼
が

到
達
し

た

結
論
は

､

｢

自
然
は

､

一

般
に

人

為

(

P
ユ
)

(

9
)

の

助

力
な

し
で

治
療
を

行
な

う
+

と
い

う
医

学

観
で

あ

っ

た
｡

こ

の

ロ

グ

ク

の

医

学
観
は

､

ベ

イ
コ

ン

の

｢

自
然
は

､

そ

れ

に

従

う

(

1 0
)

こ

と
に

よ
っ

て

の

み

征
服
さ

れ

う

る

(

0

0

m
日
甲
ロ
d

e

d
)

+

と

す

る

(

1 1
)

思

想

と

｢

基
調
に

お

い

て

極
め

て

共

通
し

て

い

る
+

と

み

る

こ

と

が

で

き
よ

う
｡

『

教
育
論
』

に

お

け

る

身
体

鍛
練
の

方
法
は

､

こ

の

よ

う

な

彼

の

医

学
観
を

更
に

展
開

さ

せ

た

と

こ

ろ

に

あ

る
｡

す

な

わ

ち
､

彼

は
､

身
体

と
い

う

内

部
環
境
と

し

て

の

自
然
と

そ

れ

を
と

り
ま

く

卯
-

∂

ヽ

ヽ

外

部
環
境
と

し
て

の

自
然
の

両

者
を

観
察
し

､

そ

れ

ら

の

法
則
に

従

う
こ

と
に

よ

り

鍛
練
を

行
な
お

う
と

す

る
｡

ま

ず
第

一

は
､

身
体
に

内

在
す

る

自
然
の

法
則
に

従
っ

て

鍛
練

す
る

方

法
で

あ

る
｡

ロ

ッ

ク

は
､

先
に

拙
稿
｢

レ

ク

ソ
ニ

イ
シ

ョ

ン

の

機
能
+

で

み

た

よ

う
に

､

欲

求
を

H
自
然
か

ら

生

じ

る

欲

求

と

肖
空

想
か

ら
生

じ

る

欲

求

と
に

分

類
し

､

被
教
育
者
に

た

い

し

て

は

後
者
を

(

た

だ

し
､

レ

ク

リ

エ

イ

シ

ョ

ン

の

欲

求

を

除
い

(

1 2
)

て
)

厳
し

く

抑
制
す
る

よ

う

求
め

た
｡

身
体

鍛
練
に

お

い

て

も

ま

た
､

こ

の

原

則
が

貫
か

れ

る
｡

ロ

グ

ク

は
､

ほ

と

ん

ど
の

子

ど

も

た

ち
の

体

質
が

両

親
の

｢

甘

や

か

し

と

気
の

つ

か

い

す
ぎ

と

に

よ
っ

て
､

台
な
し

に

さ

れ

て

い

る

か
､

あ

る

い

は

少
な

く
と

も

害
さ

れ

七
い

る

か

の

ど

ち

ら
か

で

あ

る

(

e
i

t

F
e
→

葛

邑
阜
○
→

p

こ
e

邑
F
p

コ
ロ
e

き

す
C
O
口

付
e

ユ
ロ
的

(

1 3
)

P

邑
T
e

日

計
⊇
2

詮
)

+

事
実

を

指
摘
し

､

そ

の

よ

う

な

養
育
方

法

を

中
止

す
る

こ

と
が

身
体
の

鍛
練
に

な
る

､

と

し
て

い

る
｡

自
然
と

し

て

の

身
体
は

､

そ

れ

自
体
の

法
則
に

よ

っ

て

｢

病

気

や

傷
の

苦
痛

､

飢
え

､

渇
き

､

寒
さ

か

ら

生

じ
る

苦
痛

､

睡

眠
不

(

1 4
)

足
､

労
働
で

疲
労
し

た

身
体
の

部
分
の

休
養

･

休
息
の

必

要
+

か

ら

欲

求
を

持
つ

｡

こ

れ

ら

は
､

必

ず
充

足
さ

せ

ね

ば

な

ら

な
い

必

.

･
一

人

､
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▲

要
最

低
限
の

欲

求
で

あ

っ

て
､

｢

自
然
か

ら
生

じ

る

欲
求
+

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
が

､

｢

甘
や

か

し

と

気
の

つ

か

い

す

ぎ
+

ほ
､

こ

れ

ら
以

外
の

欲

求
､

す
な

わ

ち
｢

空

想
か

ら
生

じ
る

欲

求
+

を

充

足

さ

せ

て

い

る

行
為
に

他
な

ら
な
い

｡

し

た

が
っ

て
､

ロ

ッ

ク

は
､

｢

空

憩
か

ら
生

じ

る

欲

求
+

を

許

す

養
育
方

法

を

排
し

､

｢

自
然
か

ら

生

じ
る

欲

求
+

の

み

に

身
体

を

従

わ

せ

る

た

め
､

厚
着
と

暖
房
の

敷

嘩

毎
日

冷
水
で

足
を

洗

(

1 6
)

(

1 7
)

わ

せ

る
､

寝
台
を

硬

く
し

て

お

く

等
々

の

方

法
を

推
奨
す
る

｡

こ

れ

ら
に

よ

り
､

従

来
か

ら

過

剰
な

保
護
を

受
け

､

か

え
っ

て

軟
弱

に

さ

れ

て

き

た

身
体

は
､

少

な

く
と

も

｢

台
な

し
+

に

さ

れ

る

事

態
を

防
止

す
る

意
味
に

お

い

て

鍛
練
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

ま

た
､

ロ

γ

ク

は
､

子

ど

も
の

身
体
に

内

在
す

る

自
然
の

成

長

力
に

注

目

す
る

｡

当

時
､

紳
士

階

級
の

子

弟
ほ

､

窮
屈
な

着
衣

､

あ

る

い

は

コ

ル

セ

ッ

ト

(

ボ

デ
ィ

ス
)

に

よ

り

身
体

を

固
く
し

め

つ

け

ら

れ

て

い

た
｡

ロ

γ

ク

に

よ

れ

ば
､

こ

れ

ら
は

､

｢

ほ
っ

そ

り

(

1 8
)

と

し

た

陵
と

な

よ

や

か

な

姿
体
と

を
つ

く
る

方
法
+

で

あ

り
､

｢

子

ど

も

た

ち

を

台
な
し

に

す

る

た

め

に
一

層

効
果
的
に

役
立
っ

て

い

(

1 9
)

る

に

す

ぎ

な

い
+

の

で

あ
っ

た
｡

い

わ

ば
､

こ

れ

ら

は
､

自
然
の

成

長
法

則
を

人

為
的
に

調

整
し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
が

､

｢

自
然
は

､

わ

れ

わ

れ

が

手
を

加

え

る

よ

り

も

ず
っ

と

う
ま

く
､

(

2 0
)

そ

し

て

正

確
に

､

び

と

り

で

や

っ

て

の

け

る
+

の

で

あ

る

か

ら
､

そ

の

よ

う
な

人

為
を

排

す
る

こ

と
こ

そ

自
然
と

し
て

の

身

体
に

成

長
の

余
地

を

与

え

る

こ

と
に

な
る

｡

子
ど

も
の

身
体
に

健
康
と

体

力
と

を

期
待
す
る

者
に

と

っ

て

は
､

｢

子

ど

も

を

ま
っ

た

く

自
然

に

ゆ
だ

ね

る

方
が
ヨ

リ

臥

ぎ
で

あ

り
､

ヨ

リ

確
実
に

そ

の

目

標

が

達
せ

ら
れ

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な
ロ

ッ

ク

の

鍛
練
方

法
は

､

人

為
を

排
し

て

｢

自
然

に

従

う
+

と

い

う
点
に

お

い

て
､

消
極
的

鍛
練
方
法

と

い

え
る

｡

し

か

し
､

紳
士

階
級
に

と
っ

て

は
､

こ

の

厳
格
か

つ

合
理

的

な

方

法
は

､

積
極

的

意
義
を

持
っ

た
｡

｢

ジ

ェ

ン

ト

ル

マ

ン

と

は

ジ

ェ

ン

ト

ル

マ

ン

ら
し

く

金

を

使
う

(

2 2
)

人

の

こ

と
+

で

あ

っ

て
､

｢

肉
体

労
働
を

せ

ず
に

怠
け

て

暮

す

こ

と

が

で

き
､

ジ

ェ

ン

ト

ル

マ

ン

ら

し
い

風
采
を

し

紋
章
や

門

印
を

(

2 3
)

つ

け

て

い

る

人
+

｡

こ

れ

が

｢

善
良
な

ブ

ル

ジ
ョ

ア
+

と

呼
ば

れ

た

紳
士

階
故
に

た

い

す
る

も

う
一

方
の

呼
び

名
で

あ

っ

た
｡

先
の

鍛
練
方

法
は

､

こ

う
し

た

紳
士

階

級
が

そ

の

子

弟
を

｢

あ

り

あ

ま

(

2 4
)

れ

る

遺
産
の

豊

満
さ

と

安
逸
の

中
で

一

生

を

寝
て

過
さ

せ

よ

う
+

と

す

る

風
潮
に

た

い

し

て

警
鐘

を

打
ち

鳴
ら

す
と

こ

ろ

と

な
っ

た
｡

ロ

ッ

ク

は
､

王

政

復
古

時

代
に

お

け

る

紳
士

階

奴
の

道

徳
的
退

廃

(

2 5
)

J

と

堕
落
の

傾
向
に

た

い

し
､

絶
え

ず
非

難
を

加
え

て

い

た
｡

だ

か

甜
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ら
､

自
然
の

法

則
の

み

を

唯
一

の

法

則
と

し
､

そ

れ

に

身
体
を

従

わ
せ

る

こ

と

は
､

健
康
と

体

力
と

を

増
強
す

る

鍛
練
に

な
る

ば

か

り

で

な

く
､

旧

来
の

奪
移
と

虚
栄
と

か

ら

自
由
な

次

代
の

紳
士

階

叔
を

育
成
す

る
､

と

い

う

積
極
的
な

意
義
を

含
ん

で

い

た
｡

ロ

γ

タ

が

紳
士

階
級
の

子

弟
に

こ

の

よ

う

な

鍛
練
を

課
す
の

は
､

彼
自
身
も

弁
明

し
て

い

る

よ

う
に

､

た

ん

に

ス

ト

ア

主

義
を

志

向

(

2 6
)

し

過

去
へ

回

帰
す
る

た

め

で

は

な
か

っ

た
｡

十
八

世

紀
へ

向
っ

て

の

イ

ギ

リ

ス

の

産
業
構
造

の

変
化

を

鋭
く

見

通
し

て

い

た
か

ら
で

あ
っ

た
｡

紳
士

階

級
は

､

も

は

や

｢

自
分
の

生

き

て

い

る

時
代
の

(

2 7
)

こ

と

を

少
し

も

考
え

ず
+

に

安

逸
の

中
に

い

る

こ

と
が

で

き

難
く

な
っ

て

い

た
｡

『

教

育
論
』

の

対

象
と

な
っ

た

紳
士

階

叔
は

､

主

と

し
て

地

代
に

財
政

を

依

存

す
る

地

方
地

主
で

あ
っ

た
｡

ト

ウ

ニ

一

に

よ

れ

ば
､

こ

う

し
た

地

方
地

主
た

ち

は
､

一

般
的
に

み

て
､

従

来
の

慣
習
地

代
の

み

に

依
存
す
る

財
政
か

ら
､

商
業

､

エ

業
､

金

融
業
に

財
政

を

求

め

｢

全
国

的
に

ひ

ろ
が

り
つ

つ

あ

る

産
業
化

(

2 8
)

の

な

か

で
､

ま

す

ま

す

個
人
主

義
化

し
っ

つ

あ
っ

た

商
業
社

会
+

に

た

い

し
て

､

何
ら
か

の

適
応
策
を

と

ら
ざ

る

を

え

な

く
な
っ

て

い

た
｡

こ

う
し

た

背

景
の

も

と
に

､

ロ

γ

ク

は
､

紳
士

階
殻
の

子

弟
を

｢

実

直
な

小

作
人
や

裕
福
な
ヨ

ー

マ

ン

が

そ

の

子

ど

も

を

扱

(

2 9
)

う
よ

う
に
+

強
健
な

身
体

を

鍛
練
し

､

来
た

る
べ

き

商
業
社

会
に

耐
え
て

適
応
で

き

る

｢

実

務

家

(

欝
n

｡

岩
邑
ロ
e

色
+

を

育
成

湖

し

ょ

う
と

意
図
し

た

の

で

あ

る
｡

ロ

ッ

ク

の

見
通
し

た

商

業
社

会
は

､

そ

の

市

場
の

規
模
こ

そ

違

え
､

約
一

世

紀
半
後

､

H
･

ス

ペ

ン

サ

ー

が

指
摘
す
る

｢

苛

烈
な

競
争
(
-

n
t

e

n

諾
0

0

日

葛
t

≡
O

n
)

+

の

社

会
で

あ

る
｡

す

な

わ

ち
､

｢

す
べ

て

の

事
業
と

職

業
と

に

お

い

て
､

前
時
代
よ

り

苛

烈
な

競

(

3 0
)

争
が

こ

と
ご

と

く
の

成

人
の

体

力

と

能
力
に

重

荷

を

負

わ

せ
+

､

｢

苛

烈
な

競
争
の

下
で

自
分
の

位
置
を

保
つ

よ

う

青
少

年
を

準

備

(

3 1
)

さ

せ

る

た

め

…

…

従

来
よ

り

も

厳
重

な

鍛
練
に

支

配
+

さ

れ

な

け

れ

ば

適
応
で

き
な
い

社

会
で

あ

り
､

｢

人
生
に

お

け
る

成

功
が

知

識
(

-

n

訂
→

日

邑
○

ロ
)

よ

り

も

活

動
力

(

e

n
e

蒜
ユ

に

か

か

っ

て

(

3 2
)

い

る
+

社

会
で

あ

る
｡

ヽ

ヽ

し

た

が

っ

て
､

第
一

の

自

然
の

法

則
に

の

み

従

う

消

極

的

鍛
練

方

法
は

､

イ

ギ

リ

ス

社

会
が

封
建
的

土
地

所
有
の

残
繹
を

伴
う
ブ

ル

ジ

ョ

ワ

社

会
か

ら

離
脱
し

て
､

新
た

に

商
業
社

会
へ

の

歩
を

進

め

つ

つ

あ

る

と

き
､

紳
士

階
叔
の

子

弟
の

身
体

を

奪
俸

､

虚
栄

､

無
知
に

基
づ

く

旧

習
と

人

為
と

か

ら

自
由
に

し
､

来
た

る
ぺ

き

商

業
社

会
の

｢

苛
烈
な

競
争
+

を

主

導
し

て

い

け

る

身
体

的

能
力

を

育
成
す

る

方

法
で

あ

る
､

と
い

え

る
｡

『

教

育
論
』

に

お

け

る

身

体

鍛
練
の

第
二

の

方

法
は

､

自
然
の

一

■
ノ

二
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▲ヽ

ヽ

法

則
の

み

に

従

う
､

い

わ

ば

動
物

的

人

間

を

｢

理

性
的
人

間
+

へ

と

鍛
練
す

る

方

法
で

あ

る
｡

ロ

グ

ク

に

よ

れ

ば
､

人

間
は

､

自

然
と

し

て

の

身
体
の

法

則
に

逆
ら

う

状

態
に

置
か

れ

る

と

き
､

｢

ど

ん

な
に

心
だ

て

の

よ

い

人

(

3 3
)

で

も

不

快
感
を

覚
え

な
い

わ

け
に

は

い

か

な
い
+

の

で

あ

り
､

む

し

ろ

苦
痛
さ

え

感
じ

る
｡

な

ぜ

な

ら
ば

､

こ

の

苦
痛
は

､

わ

れ

わ

れ

が

自

然
の

法

則
に

逆
ら
っ

た

証

拠
物
で

あ

り
､

わ

れ

わ

れ

に

ヨ

リ

大

き

な

災
害
を

警
告

す

る

監

視
人
で

あ
っ

て
､

災
害
の

前
兆
で

(

糾
)

あ

る

か

ら
で

あ

る
｡

だ

か

ら
､

こ

の

苦
痛
は

､

ま
っ

た

く

軽
視
さ

(

詣
)

れ

た

り
､

あ

ま

り

に

我

慢
さ

れ

る

ぺ

き

で

は

な
い

｡

し

か

し
､

あ

く

ま
で

も

｢

前
兆
+

で

あ

る

の

だ

か

ら
､

｢

修
復
で

き

な

い

損
害

を

与
え

る

恐

れ

の

な
い

か

ぎ
り
+

性
急
に

除

去
さ

れ

る

必

要
も

な

(

3 6
)

い
､

と
い

え

る
｡

ロ

ッ

ク

に

あ
っ

て

ほ
､

こ

の

自
然
の

法
則
に

逆
ら
い

つ

つ

あ

る
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ま

さ

に

そ

の

時
点
で

生

じ

る

苦
痛
に

耐
え

る

こ

と

が

鍛
練
に

通
じ

(

3 7
)

る
､

と

さ

れ

る
｡

こ

れ

は
､

先
の

第
一

の

方

法
と

は

ま
っ

た

く

逆

な
､

一

見

矛

盾
し

た

方

法
で

あ

る

か

に

み

え
る

｡

し

か

し
､

ロ

ッ

ク

は
､

こ

の

矛

盾
を

｢

幼

少
か

ら
の

習
慣
に

よ

る

漸
次

的
慣
化
+

(

3 8
)

に

よ
っ

て

解
い

て

い

る
｡

た

し
か

に
､

｢

苦
痛
に

耐
え

る

こ

と
+

を
一

時
に

強

制

す

る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

だ

が
､

ロ

ッ

ク

は
､

こ

れ

を

幼

少
か

ら

実

施

し
､

一

(

3 9
)

｢

ゆ

る

や

か

で

感
じ

ら
れ

な
い

ほ

ど
の

度
合
で
+

苦
痛
の

強
度
を

増
加

さ

せ

て

い

く
こ

と

に

よ

り
､

身
体

を

漸
次

的
に

慣
れ

さ

せ

て

い

く
こ

と
が

可

能
だ

､

と

す

る
｡

た
と

え

ば
､

人

間
の

顔
面
は

､

(

4 0
)

｢

生

れ

る

と

き
に

は
､

身
体
の

他
の

部
分
と

同
じ

柔
ら
か

さ
+

で

あ
っ

た

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

外

部
環
境
に

た

い

し

て

漸
次

的
に

慣

化

す
る

こ

と

に

よ

り
､

つ

い

に
､

着
衣

を

不

要
と

す

る

ま
で

に

強

靭
と

な

る
｡

こ

の

場
合

､

｢

頗
を

鍛
練
し

…

…
ヨ

リ

耐

え

ら

れ

る

(

4 1
)

よ

う
に

す
る

の

は

慣
れ

に

外

な

ら

な
い
+

｡

こ

の

よ

う

に

｢

自

然

は
､

も
し

わ
れ

わ

れ

が

幼

時
か

ら

自
ら

を

習

慣
づ

け

る

な

ら
ば

､

(

4 2
)

不

可

能
と

も

思
わ

れ

る

多
く
の

物
事
を

成

就
さ

せ

う

る
+

の

で

あ

る
｡

こ

の

方

法
は

､

自
然
と

し

て

の

身
体
の

法
則
に

逆
ら

う

点
に

お

い

て
､

第
一

の

方

法
と

は

矛

盾
す
る

か

に

み

ら

れ

た
｡

し

か

し
､

逆
ら

う
た

め
に

は
､

注

意
深
い

観
察
に

よ
っ

て
､

身
体
の

法
則

と

そ

の

限

界
点

が

ど
こ

に

あ

る

か

を

知
っ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら
な
い

｡

そ

う
で

な

け

れ

ば
､

｢

修
復
で

き

な
い

損
害
を

与

え

る
+

こ

と

に

な

る

か

ら
で

あ

る
｡

し

た

が
っ

て
､

第
二

の

方

法
に

お

い

て

も
､

被
鍛
練
者
は

､

身
体
の

法

則
の

限

界

内
で

そ

れ

に

服
従
し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

こ

ま
で

は

第
一

の

方

法
と

同

じ

で

あ

る
｡

相
違
ほ

､

湖
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内

部
環

境
(

=

身
体
)

と

外

部

環
境
と

の

関

係
に

お

い

て

鍛
練
を

意
図
し

て

い

る

点
で

あ

る
｡

被
鍛
練

者
の

身

体
は

､

外

部
環
境
と

し

て

の

自
然
の

法

則
に

た

い

し

て

も

当

然
服
従
せ

ざ

る

を

え

な
い

｡

と
こ

ろ

が
､

ロ

γ

ク

は
､

身
体

と

外

部
環
境
と

の

問
に

｢

漸
次

的

慣
化
+

の

媒
介
項
を

置
く
こ

と

に

よ

り
､

後

者

を

積

極

的
に

利

用
･

支

配

し
て

鍛
練
を

行
な

お

う
と

す

る
｡

こ

の

意
味
に

お

い

て
､

第
二

の

方

法

は
､

積
極
的
な

鍛
練
方

法
で

あ

る
､

と
い

え

る
｡

と

こ

ろ

で
､

こ

の

方

法
は

､

身
体
の

鍛
練
に

な
る

ば

か

り

で

な

く
､

精
神
の

鍛
練
に

も
な

る
｡

す
な

わ

ち
､

｢

苦
痛
に

耐

え

る

こ

と
+

と

は
､

｢

自
然
か

ら

生

じ
る

欲

求
+

の

充

足
を

一

時

的
に

停

止

(

岩
眉
e

n
d
)

す
る

こ

と

で

あ

る
｡

欲
求
が

生

じ

る

た

び

に
､

そ

れ

を

充

足
さ

せ

る

の

は
､

｢

災
害
+

を

未
然
に

防
止

す

る

点

に

お

い

て

は

十

分
で

あ

る
｡

し

か

し
､

欲

求
が

そ

の

ま

ま

充

足
に

結

合
す
る

欲

求

体

系
ほ

､

そ

れ

自
体

動
物

的
､

あ

る

い

は

感
覚
的
欲

求

体

系
で

あ
っ

て
､

自
然
に

支

配
さ

れ

て

い

る

状

態
で

あ

る
｡

『

人

間
悟
性
論
』

(

-

$
○
)

に

よ

れ

ば
､

こ

の

よ

う

な

欲

求

体

系
の

中
に

あ
っ

て
､

そ

れ

を
一

時
的
に

停
止

す

る

こ

と

は
､

｢

精

神
が

自
由
に

欲

望

(

d
e

乱
→
e
)

の

諸

対

象
を

考

察
し

､

あ

ら

ゆ

る

側
面
に

わ

た
っ

て

そ

れ

ら

を

検

討
し

､

他
の

欲

望
の

対

象
と

比

較

(

4 3
)

考
量
す

る
+

機
会
を

つ

く
る

こ

と
で

あ

る
｡

こ

の

機
会
に

､

清
神

ヽ

ヽ

の

働
き
で

あ

る

理

性
は

､

感
覚
的
欲

求
体

系
か

ら

解

放
さ

れ
､

自

舶
】

h

J

由
に

作
用
で

き

う
る
｡

こ

の

こ

と

か

ら
､

｢

苦
痛
に

耐
え

る

こ

と
+

の

習

慣
は

､

身
体
の

鍛
練
に

な
る

と

同

時
に

､

｢

自
分

の

理

性
に

(

也
)

相

談
し

､

理

性
を

役
立

て

る
+

習

慣
を

つ

け

る

こ

と
に

な

り
､

し

た

が

っ

て
､

精
神
の

鍛
練
と

な
る

｡

い

う
ま

で

も

な

く
､

こ

こ

に

あ

ら
わ

れ

る

理

性
と
は

､

た

ん

に

精
神
の

作
用
を

あ

ら

わ

す

概

念
で

あ

る

ば

か

り

で

な

く
､

｢

こ

こ

か

ら

理

性
の

時
代

､

光

明

(

啓

蒙
)

の

時
代
が

､

い

な
､

歴

史
そ

の

も
の

が

は

じ

ま

る

と

い

う
､

過

去
(

4 5
)

と
も

な

う

混

乱
)

へ

の

訣
別
の

意
識
+

一

切
の

不

平
等

を

排
除

す
る

た

め

に
､

(

封
建
時
代

と

そ

の

解

体
に

を

も
っ

て
､

｢

旧

時

代
の

人

間
の

う

ま

れ

な
が

ら
の

(

4 6
)

ち
が

い

を

香
定

し

て
､

人

間
性
を

白

紙
と

考
え

る

能
度
+

を

あ

ら

わ

す

概
念
で

あ
っ

た
｡

そ

れ

ゆ
え

､

理

性
は

､

｢

近

代

市

民
の

生

活

原
理
+

で

も

あ
っ

た
｡

ロ

ァ

ク

が

紳
士

階
級
の

子

弟
に

鍛
練
を

課

す
の

は
､

こ

の

｢

光
明
の

時
代
+

に

ふ

さ

わ

し
い

人

間
を

育
成

す

る

た

め

で

あ
っ

た
｡

以

上
で

み

た

よ

う
に

､

『

教

育
論
』

に

お

け

る

身
体

鍛
練
の

方

法
ほ

､

ロ

γ

ク

の

自
然

科

学
思

想
を

そ

の

基

盤
と

し
､

一

方
で

は
､

合
理

的
か

つ

確
実

な

身

体

育

成

方

法
と

し

て
､

他

方
で

は
､

そ

の

身

体
の

宿
主
た

る

精
神

を

育
成

す
る

方

法
と

し

て
､

次

代
の

紳
士

′

ノ

上

二
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▲

階
級
に

｢

健

全

な

身
体
+

と

｢

健
全

な

精
神
+

と

を

同

時
に

具
備

さ

せ

る

方

法
で

あ

っ

た
｡

す
で

に

何

度
か

繰
り

返

す
よ

う

に
､

『

教

育
論
』

は
､

そ

の

直

接
の

対

象
を

紳
士

階

級
に

限

定
し

て

い

た
｡

そ

れ

ゆ

え
､

『

教

育

論
』

全

体
を

通
じ

て
､

｢

紳
士
の

天

職
に

関
す
る

こ

と

だ

け

が

彼

(

ロ

ッ

ク

=

引

用

者
注

｡

)

白
身
の

念
頭
に

あ

り
､

彼
の

考
察
は

､

こ

の

排
他

性
に

よ

っ

て

歪
曲
さ

れ

な
か

っ

た

に

せ

よ

制
限

は

受
け

(

4 7
)

て

い

た
+

と

み

る

こ

と

が

で

き
る

｡

し

か

し
､

そ

の

排
他

性
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

『

教

育
論
』

の

主

､

､

､

､

(

鵜
)

安
原

理

は
､

｢

あ

ら

ゆ

る

子

ど

も

た

ち
に

平

等
に

適
用

さ

れ

う
る
+

(

傍
点
は

原
文

イ

タ

リ

ッ

ク
｡

)

と
み

る

こ

と

も

で

き

る
｡

ア

ク

ス

テ
ル

は
､

そ

の
一

つ

と

し

て

｢

子

ど

も

の

発
見
(

巴
旨
○

諾
1

叫
O
h

(

4 9
)

t

訂
○

巳
-

e
+

の

原

理

を
あ

げ
て

い

る
｡

た

し

か

に
､

ロ

ッ

ク

の

鍛
練
方

法
で

も

そ

の

こ

と
が

認

め

ら
れ

る
｡

ロ

ッ

ク

が

鍛
練
に

お

い

て
､

自

然
の

法

則
を

唯
一

の

規
準
と

し
､

そ

れ

以

外
の

も
の

､

す

な

わ

ち

両

親
の

旧

習
と

人

為
と
か

ら

子
ど

も

の

身
体

を

白
由
に

す
る

こ

と

を

推
奨
し

た

の

は
､

子

ど

も

を

自

然
の

ま

ま

の

剥
き

出

し

の

姿
に

お

い

て

把

握
し

て

い

た

か

ら
で

あ

る
｡

両

親
は

､

自
然

に

従

う
こ

と
に

よ
っ

て
､

子
ど

も

の

身
体
に

従

う
の

で

あ

る
｡

こ

れ

は
､

鍛
練
主

体

と

し
て

の

子
ど

も

を

尊
重

す

る

こ

と

に

外
な

ら

な

い
｡

｢

子

ど

も

の

発
見
+

の

思

想
が

｢

子
ど

も

を

覿
の

所
有

物

と

見
､

奴

隷
以

上
の

奴

隷
と

見
る

思

想
か

ら
､

子

ど
も

を

人

権
の

(

5 0
)

主

体
と

見
､

そ

の

人

椅
の

不

可

侵
の

尊
厳
を

み

と

め

る

思

想
へ

+

し
+

転
換
す
る

児
童

観
の

結
果
で

あ

る

と

す
れ

ば
､

ロ

ッ

ク

は
､

『

教

育
論
』

に

お

け

る

厳
練
方

法
に

お

い

て
､

｢

子

ど

も

の

発

見
+

を

し

て

い

る
､

と

み

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
｡

こ

こ

に
､

ロ

ブ

ク

の

『

教
育
論
』

の

も

つ
一

定
の

進
歩
性
を

認

め

る

こ

と

が

で

き

る
｡

ヽ

ヽ

し

か

し
､

問
題
は

､

｢

平

等
に

適
用
さ

れ

う
る
+

可

能

性

で

は

ヽ

ヽ

な

く
､

ロ

ッ

ク

が

｢

平

等
に

適
用
し

た
+

か

香
か

で

あ

る
｡

ラ

ス

キ

に

よ

れ

ば
､

｢

ロ

ブ

ク

に

と
っ

て

は
､

教

育
に

関
す
る

か

ぎ

り
､

世

界
は

､

金

持
と

貧
乏

人

と
の

二

つ

の

基
本

的
な

階

級
に

す
で

に

分

た

れ

て

い

た
｡

前
者
に

と
っ

て

は
､

そ

れ

が

国
事
に

お

い

て

で

あ

れ

私

的

な

業
務
の

経

営
に

お

い

て

で

あ

れ
､

鍛
練
の

目

的

ほ
､

(

5 1
)

支

配
の

た

め

の

能

力

(

p

已
-

昔
t

O

g
O

詔
岩
)

で

あ

る
+

と

い

わ

れ

る
｡

ロ

ッ

ク

は
､

さ

き

に

の
､

ぺ

た

よ

う

に
､

『

教

育
論
』

の

公

刊
四

年
後

､

｢

貧
民

法
+

の

改
正

に

関
与
し

て
､

貧
民

救
済

処

置

の

一

(

5 2
)

つ

と

し

て

｢

労

働

学

校
+

(

W
O

旨
訂
g

S
c

ぎ
｡
-

)

+

の

設

置

案
を

作
成
し

た
｡

そ

の

中
で

､

彼
は

､

｢

貧
乏

人
+

の

教
育
と

鍛

練
と

に

触
れ

て

い

る
｡

5 95
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そ

こ

で
､

次

節
で

は
､

『

教

育
論
』

に

お

け
る

鍛
練

方

法
が

は

た

し
て

こ

の

｢

労
働
学

校
+

に

お

い

て

も

｢

平

等
に

適
用
さ

れ
+

て

い

る

か

香
か

を

み

て

い

く
こ

と

に

し

よ

う
｡

(

1
)

一

六

九
一

年
､

ロ

ブ

タ

は
､

転

地

保

養
の

た

め
､

ロ

ン

ド
ン

か

ら
エ

セ

タ

ス

(

E
∽

冷

且

の

オ

ー

ッ

(

○

巳
e

∽
)

に

居
を

移

し

て

い

る

(

五

十
九

歳
)

｡

(

C

冒
ロ
S
t

O

ロ
､

呂

呂
ユ
O

e
.

曽
F

臼

｢
○

の

灯
e

こ
P

E
?

g

⊇
旦

-

y
}

･

F
U

邑
○

ロ
ー

一

茂
N

･

p
.

山

い
‥

こ

(

2
)

一

六

六

六

年
､

ロ

γ

ク

は
､

三

十

四

歳
に

し
て

オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学
で

医

学
と

自

然

科

学
の

研

究

を

始
め
(
-

E
ナ
ウ
∞

00
.

)
､

一

六

六

八

年
に

は
､

主

治
医

と

し

て

ア

シ

ュ

リ

卿
(

A

已
F
O

ロ

叫

b

あ

F

-

e

y

C
0
0

官
ユ

の

肝

臓
の

外

科

手

術

を

行
な

い

卿
の

一

命
を

と

り

と

め

た

(
-

E
チ

や
ー

一

三
｡

ロ

ッ

ク

ほ
､

『

教

育

論
』

に

お

い

て
､

身

体
の

鍛
練

方

法
が

こ

れ
ら

の

研

究
と

鮭

験
に

も

と
づ

く
こ

と

を

明

ら

か

に

し
て

い

る

(

O
f

･

〇

や

○

羊

ど
○

訂
､

肋

N

や
)

胃
･

-

い

仇

1
-

山

ご
｡

(

3
)

P
U

C

村

♪

一

口
e

A
ユ
e

呂
e

已

声
:
訣
P

O

p
一

〇
-

√

申
じ

弓
ロ
e
.

ぎ
】

･

Ⅰ
)

宅
･

N

N

N

-
N
N

叫
･

に

所

収
さ

れ

て

い

る
｡

な

お
､

こ

れ
に

っ

い

て

の

研

究
と

し
て

は
､

中

村

恒

矩

『

ロ

ッ

ク

の

思

想

形

成

と

自

然

研

究

-
『

医

学
に

つ

い

て
』

を

中

心

に

1
』

(

一

橋

論

叢

第

四

十

九

巻
､

第
一

号
､

六
七

-
七

七
ペ

ー

ジ
)

が

あ
る

｡

(

4
)

(

5
)

i

E
P

-

9

N

N

い
一

(

6
)

旨
打
r

､

や

N

N

今

(

7
)

(

8
)

茸
チ

p
･

N
N

h
･

ロ

γ

ク

は
､

こ

の

事

実
を

証

明

す
る

者

と

し

て

｢

耕
作

人
､

皮

な
め

し
エ

､

鍛

冶

屋
､

製
パ

ン

エ

等
々

+

を

ぁ

げ

て

い

る
(

-

E

チ

ワ
N

N

ヱ
｡

こ

こ

か

ら

も
､

ロ

ッ

ク

の

医

学

観

甜
-
八

じ

が

た

ん

な

る

実

証

主

義
の

上

に

た
つ

だ

け
で

な

く
､

実

践

可

能
な

技

術

と

し
て

医

学
を

把

握
し

て

い

る

こ

と

が

わ
か

る
｡

(

9
)

-

E

チ
N

N

N
･

な

お
､

『

教

育

論
』

に

も

同

様
の

見

解

が

み

ら

れ

る
｡

健

康
に

つ

い

て

の

問

題

は

｢

医

者
が

病

児
や

病

弱

児
に

処

置

す

べ

き

こ

と

で

は

な

く
て

､

両

親
が

医

薬
の

助

け

を

か

り

ず
に

彼
ら
の

､

､

､

､

､

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

子
ど

も

の

健

康

な

体

質
あ
る

い

は

少
く

と

も

病

弱
で

は

な
い

体

質
を

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

保

護
し

増

進

す
る

た

め

に

行
な

う
べ

き
こ

と

な
の

で

す
+

(

傍
点
は

､

原

文

イ

タ

リ

ッ

ク
｡

｡

宇

○

芦
､

∽

♪

ワ

ー

一

山
.

㌔

(

1 0
)

封
P

8
日

)

句
･

∴
→

訂

弓
○

旨
払

○
巾

守
呂
○
-

払

H

F
8
ロ
㌧

邑
-

e

O
t

e

D

P

ロ
み

e

巴
t

e

み

b

叫

l

p

ヨ
e

∽

晋
e

監
ど

甲
声
○

訂
→
t

P
e

監
e

空
-

-
･

払

告
ト

ロ
U

志
-

P
∽

ロ
2

n
O

ロ

H

邑
g

-

n

-

阜

く
○
-

∽
､

ロ

e

弓
e

チ

ど
宇

山

O

ロ
､

-

加

芦

く
○
-

+
く
･

】

ゴ
告
∽
-

b

已
C

ロ

○
巾

t

ど

昔
呂
○
∽

O

p

E

邑

召
旨
払

∵
→

訂

的
1

e

P
t

-

n
仏
t

P

喜
m

己
○

ロ

(

H

ロ
∽

訂

弓

邑
○

日

長
ロ
P

-

-

訟
○
)

√

p
.

い

N
.

(

1 1
)

中

村

恒

矩
､

前

掲

書
､

七

四
ペ

ー

ジ
｡

(

1 2
)

前
掲
拙

稿
､

三

九

1
四

〇
ペ

ー

ジ
｡

(

1 3
)

○

や

○
-

t
･

､

ど
c

打
e

-

肋

♪

ワ

ニ
P

(

1 4
)

i

E
P

､

∽

-

○

叫
､

p

p
.

N

O

∽

-
N

O

¢
.

(

1 5
)

-

E
d

･

､

∞

h
.

p
.

-

【

仇
､

切

や
､

ワ
ー

N

r

(

1 6
)

;
訂
r

､

∞

N
-

勺
p

+
-

叫

～
〓
加

.

(

1 7
)

-

E
チ
肋

N

N
-

p
.

-

山

P

(

1 8
)

(

19
)

岩
訂
r

-

抑

-

N
-

p

p
.

-

N

い

ー
ー

N

ヰ
.

(

2 0
)

i

E

チ
抑

ロ
･

】

中
一

N

山
一

入
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(

2 1
)

小

E
8

J

肋

N

¢
】

p
･

-

無
r

(

2 2
)

ト

ウ

ニ

ー
､

前

端

書
､

一

三

ペ

ー

ジ
｡

な
お

､

こ

れ

は
､

ト

ウ

ニ

ー

が

H
-

芦

呂
∽

咋

C
O

ロ

芦
-

呂
∽

抑

○

:
F
e

ロ
{

旨
e

O

叶

吋
ビ

ゴ
丁

-

呂
チ

く
○
-

+
〆

9
い

よ

り

引

用

し

た

文

章
で

あ

る
｡

(

2 3

こ

同

上
｡

こ

れ

も

ま
た

､

ト

ウ
ニ

ー

が

ロ
叩

声
e

苫
汁

已
O

P

A
n

g
-

?

2
日

(

e

P

r

≧
旨
U

ロ

こ
苫
か
)

}

写
い

¢

-
主

よ

り

引

用

し
た

文

章
で

あ

る
｡

(

2 4
)

○

ワ
○

羊
｢
0

0

打
e

】

仰

-

い
ー

p
･

-

N

∞
･

(

2 5
)

;
打
r

-

A

已
e
-
-

】

や

}

N

∽
､

P
-

･

(

2 6
)

-

b

芦
】

F
ロ

｡

打
e

㌫
叫

-

ワ
ー

N

P

(

2 7
)

-

宮
戸

､

仰

-

い
)

や

ー

N

00
･

(

2 8
)

ト

ウ
ニ

ー
､

前

掲

苔
､

三

二

-
三

三

ぺ

ー

ジ
｡

(

2 9
)

○

ワ
(

き
.

､

｢
O
n

訂
､

∞

♪

p

p
-

-

u

-
ロ
P

(

劫

こ

ぞ
e

ゴ
C

e
→

､

汁
訂

さ
e

チ
由
s

∽
P

q

｡

n

巴
･
喜

邑
○

β

二
已
｡

&

亭

t
-

○

ロ

す
C
F
P

ユ
e
s

W
.

E
-

賢
､

E

詔
→

叫

m

呂
オ

E
官
P
→

ヨ

p
･

-

芦
(

堀

秀

彦
訳

『

ス

ペ

ン

サ

㌧

教

育

論
』

河

出
書
房

新

社
､

せ

界
大

恩

憩

全

集
､

第
九

巻
､

三

二

四
ペ

ー

ジ

J

(

3 1
)

山

岳
チ

ワ

一

声
(

邦

訳
､

三

二

四
ペ

ー

ジ
｡

)

(
山

望
-

b
]

戸
勺

+
声
(

邦

訳
､

三

三

二

ペ

ー

ジ
｡

)

(

3 3
)

O

p
.

｡

F
-

｢
｡

C

訂
-

∽

-

○

♪

胃
･

､

N

O

∞

i
N

O

や
･

(

3 4
)

(

3 5
)

(

3 6
)

i

E
チ
∽

岩
叫

､

ワ

N

O

¢
･

(

3 7
)

旨
訂
r

､

∽

岩
N

､

や

N

O

P

(

3 8
)

｢

習

慣
+

の

機

能
に

つ

い

て

は
､

前
掲

拙

稿
､

三

六

1
三

七
ペ

ー

ジ

参
照

｡

(

3 9
)

○

ワ
(

き
.

}

ビ
ロ
｡

打
e

-
ふ
叫

}

p

+
-

¢
･

な

お
､

勺
p
.

-

巴
T

ト
一

芸
-

卸

-

-

u
､

胃
.

N

N

O

-
N

N

r

00

や

N

£
-

00

ー

誓
､

p
.

N

芦
に

も

み

ら

れ

る
｡

こ

の

表

現

は
､

仰

望
T

)

〓
∽

､

や

N

N

山

㌫
-

い

N
-

(

4 0
)

(

4 1
)

-

b

芦

㌫
い

】

や

〓
P

(

4 2
)

i

E
(

r

00

山
､

ワ

ご
ソ

(

4 3
)

→
F
e

W
0

1

軒
∽

｡
f

l

｡

ブ
ロ

J
｡

｡

打

♪

P

ロ
e

弓

e

P
､

0

0

日
e

O
t

e

争

i

n

t

e

ロ

く
○
-

P

F
U

n
(

ど
ロ

ー

}

貰
い

･

亘
m

拭
仁

m
P
ロ

q
n

d
e

l
∽

t

P

n

巴
】

品
-

申
U

O

打

H
H

∵
O

F

N

-
.

､

O
f

せ
0

弓
e

l
･

く
○
-

H
)

幼

ミ
､

p
･

N

芦
な

お
､

こ

こ

で

用
い

ら

れ

て

い

る

｢

欲

望
(

計
∽
小

3
)

+

は
､

｢

欲

求
(

W
呂
t
)

+

と

同

意
で

あ

る
､

と

考

え

ら

れ
る

｡

す

な

わ

ち
､

同

書
に

よ

れ

ば
､

人

間
の

意

志

決

定
に

よ
っ

て

｢

同

じ

状

態

あ
る

い

は

行

為
を

維

続
さ

せ
る

た

め
の

動
機
(

呂
O
t
i

諾
)

は
､

た

だ

ひ

と
つ

､

現

在
そ

れ

に

満

足
し
て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

変
化

の

た

め
の

動
機

は
､

常
に

何
ら

か

の

不

安
(

仁

n
e

邑
n
e
∽

)

で

あ

る
+

(

-

E

チ
∽

N

¢
-

p
･

N

訟
･

)

｡

こ

の

ヽ

ヽ

不

安

と

は
､

｢

存
在

し
な

い

善

(

習
O
d
)

を

欲

求

す

る

こ

と
か

ら

起

る

精
神
の

不

安
+

(
-

E
P

､

の

い

r

p
･

N

箪
)

で

あ

り
､

い

わ

ば

｢

欲

望
+

と

呼
び

う

る

も
の

で

あ
る

｡

飢

餓
､

■
渇
そ

の

他
の

自

然
の

欲

望

が

こ

れ

に

あ

た

る

(
-

E
チ
抑

ざ

ワ

N

芦
)

｡

こ

の

よ

う
に

､

｢

欲

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

求
+

と

は
､

欲

望
の

対

象
が

欠

如

し
て

い

る

状

態
の

こ

と

で

あ

り
､

｢

欲

望
+

と

は
､

そ
の

欠

如
か

ら

く
る

不

安
の

こ

と

で

あ

る

の

だ

か

ら
､

両

者
は

､

同
一

の

事

柄
の

原

因

と

結

果
で

あ

る
､

と

考
え

ら

れ

る
｡

(

巴

○

甲

0

芦
-

ど
○

村
e

､

:
○

叫

ら
N
-

〇
･

7

(

45
)

(

4 6
)

高
島

善

哉
､

水

田

洋
､

平

田

清

明
､

『

社

会

思
想

史

概

論
』

甜



一 橋 論叢 第 六 十 三 巻 第 五 号 ( 5 6 )

岩

波
､

昭

和
三

七

年
､

五

六
｡

ヘ

ー

ジ
｡

(

4 7
)

瞥
【

訂
打

盲
･

H
･

∵
S
つ

m
e

→
F
〇
一

品
F
t

害
○

ロ
C

e

r

n

ど
g

E
▲

ど
0

已
-

○

ロ

b
y

J

O

F
ロ

｢
｡
C

訂
､

)

ま
t

F

-

ま
3

ぎ
邑
○

日

昌
d

n
O
t

e
∽

す

甲

声

め

已
○

打
､

C
a

m
b
r
-

倉
e

亡
n
-

く
.

冒
e
∽

払
.

-

巴
ヂ

宇

治
.

(

4 8
)

O

p
･

C

革
A

已
e
-

-
}

ワ

小
N

.

(

4 9
)

-

已
払

J

ワ
(

芦

(

5 0
)

梅

根

悟
､

前

掲

苔
､

八
ペ

ー

ジ
｡

(

5 1
)

｢
P

許
-

､

O

p
.

〇

羊
ゃ

だ
一

(

5 2
)

｢

労

働
学

校
+

に

つ

い

て

は
､

五

六
ペ

ー

ジ

参

照
｡

｢

労

働
学

校
+

に

お

け

る

身
体

鍛
練
方
法

イ

ギ

リ

ス

で

は
､

共

和
政

治

時
代
の

す

ぐ

後
に

続
く

後
期
ス

テ

ユ

ア

ー

ト

治

世
の

無
秩

序
時

代
を

一

貫

し

て
､

貧
民

(

p

賀
官
ユ

が

著
し

く

増
大
し

て

い

た
｡

と

り

わ

け
､

一

六

九
二

年
か

ら
一

六

九

九

年
に

い

た

る

周

知
の

｢

不

毛
の

七

年
+

間
に

､

貧
民

は
､

増

(

1
)

加

を

き

わ

め

た
｡

そ

の

数
は

､

総
人
口

の

五

分
の

一

､

す

な
わ

ち

(

2
)

百
万

人

以
上

に

達
し

た
､

と

い

わ

れ

る
｡

当

時
､

こ

れ

ら
の

貧
民

(

3
)

の

救
他
金

は
､

教

区

民

(

t

訂

官
3 .

∽

F
)

の

負
担
と

さ

れ

て

い

た
｡

当

然
､

､
貧
民
の

増
加
は

､

教
区

民
の

負

担
増
と

な

り
､

そ

れ

を

規

定
し

て

い

る

｢

貧
民
法

(

冒
○

→

｢
p

W
)

+

に

た

い

す
る

不

満
を

惹

き

起
こ

し

た
｡

ロ

ッ

ク

は
､

｢

貿
易

植
民

地

委
員
+

と

し

て

そ

の

不

満
を

解
消

す
べ

く

｢

貧
民

法
+

改
正

に

努
力
し

､

新
た

な

貧
民

湖

救
済
処

置
の

一

つ

と

し

て

｢

労
働
学

校
+

の

設

置

を

提

案
し

た

(

1
)

(

一

六

九

七

年
)

｡

そ

の

提
案
に

よ

れ

ば
､

各

教
区
に

｢

労
働
学

校
+

を

設

置
し

､

｢

教

区
の

救
済
を

必

要
と

す

る

す
べ

て

の

子
ど

も

た

ち
､

す

な

わ

ち
三

歳
以
上

十
四

歳
以

下
の

年
齢
で

あ

り

な
が

ら
､

両

親
と

一

緒

の

家

庭
で

生

活

を

し

て

お

り
､

貧
民

救
済

役
員
(

○

く
①

り

琵
e

r

O
h

t

訂
勺
0

0

ユ

か

ら
の

手

当
で

生

計
を

確
保
し
て

い

る

た

め

就

労
し

て

い

な
い

子

ど
も

た

ち

は
､

こ

の

学
校
へ

行
く
こ

と

を

義
務
づ

け

(

5
)

ら

れ

る
+

と

さ

れ

て

い

る
｡

彼
ら
は

､

そ

こ

で

羊
毛
マ

ニ

フ

ァ

ク

チ

ュ

ア

に

関
連
し

た

紡
績

､

織
物
等
の

生

産

労
働
に

従

事
さ

せ

ら

(

6
)

れ
､

｢

幼

少

時
か

ら

仕
事
に

慣
れ

さ

せ

ら

れ

(
i

ロ

喜
e

e

る
+

｡

ロ

ッ

ク

ほ
､

こ

の

よ

う
な

救
済
処

置
を

す
る

こ

と

に

つ

ぎ

の

利

点
を

み

い

だ

し

て

い

る
｡

そ

れ

ほ
､

ま

ず
､

｢

貧
民
の

子

ど

も

の

食

物
と

教
育
(

t

e

琶
E
声
粥
)

と

が

教
区

民
に

少
し

の

負
担
も

か

け

(

7
)

な
い
+

と

こ

ろ

に

あ

る
｡

つ

ぎ
に

､

そ

れ

ら
の

子

ど

も

の

母

親
に

(

8
)

と

っ

て
､

｢

家

庭
外
に

仕
事
を

さ

が

し
に

い

く

自
由
+

を

与

え
｢

彼

(

9
)

女

ら
の

労
働
が

完
全
に

そ

う

失
し

て

し

ま

う
+

こ

と

を

防
止

す
る

利
点
が

あ

る
｡

さ

ら
に

､

貧
民
の

子

ど

も

に

と
っ

て
､

｢

近

隣
た

ち

が

彼
ら

を

救
済
す
る

慈
悲
心

を

も

た

な
い

場
合

､

彼
ら
が

飢
死

人

)
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(

1 0
)

す
る
+

こ

と

を

防
止
で

き
る

｡

こ

の

よ

う
に

､

｢

労
働
学
校
+

は
､

で

き

る

だ

け

負
担
を

軽
減

し
､

安

価
に

教

育
を

行

な

お

う
と

す
る

意
図
が

含
ま

れ

て

い

る
｡

こ

こ

に

『

教

育

論
』

と

の

第
一

の

相

違
が

み

ら

れ

る
｡

紳
士

階
叔

の

教

育
に

お

い

て
､

ロ

ッ

ク

は
､

教
育
が

｢

投
資
+

で

あ
っ

て
､

そ

れ

に

た

い

す
る

出
費
の

多
少
を

問
題
に

す
べ

き

で

な
い

､

と

し

(

1 1
)

て

い

る
｡

ロ

ッ

ク

は
､

学
校
で

の

多
人

数

教
育
に

否
定

的
で

あ
っ

(

1 2
)

た
｡

む
し

ろ
､

｢

子
ど

も

が

良
い

環
境
の

中
で

､

適
切

な

家

庭

教

(

1 3
)

師
に

よ

っ

て

鍛
練
さ

れ

る
+

こ

と

を

仮

定
し

て

い

た
｡

し

か

し
､

｢

適
切
な

家

庭
教
師
+

の

も

と
で

鍛
練
さ

せ

る

経
済
的

余

裕
の

あ

る

者
は

､

キ

ン

グ

の

統
計
か

ら

推
測
し

て

も
､

総
人

口

の

う

ち
､

(

1 4
)

わ

ず
か

数
パ

ー

セ

ン

ト

を

出
な
か

っ

た
｡

こ

の

よ

う
に

､

鍛
練
方

法
の

相

違
を

検
討
す
る

以

前
に

､

す
で

に

教

育
の

経
済

的
条
件
に

お

い

て
､

｢

労
働
学
校
+

で

は

『

教

育

論
』

の

諸

方

法
が

通

用

さ

れ

え

な

か
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
｡

第
二

の

相
違
は

､

｢

労
働
学
校
+

に

お

い

て
､

各

種
の

強
制
が

な

さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

ま

ず
､

貧
民

の

子

ど

も

は
､

｢

学

校
へ

行
く
こ

と

を

義
務
づ

け

ら
れ
+

鍛
練
の

場
に

入

る

こ

と

自
体

を

強
制
さ

れ

る
｡

つ

ぎ
に

､

学
校

内
で

の

生

計
を

確

保
す

る

た

め

ヽ

ヽ

に

労
働
が

強

制
さ

れ
､

学
校
か

ら
の

逃

亡
を

防
止

す
る

た

め

｢

し

(

1 5
)

た

た

か

ム

チ

で

打
た

れ
､

夕

方
ま

で

作
業
に

つ

か

せ

続
け
+

ら
れ

る
｡

紳
士

階

級
に

お

い

て

は
､

こ

の

よ

う
な

強

制
は

､

｢

奴
隷
的
な

(

1 6
)

気
質
を

作
る
+

も

の
､

と

さ

れ

た
｡

『

教
育
論
』

の

鍛
練
方

法
は

､

自
然
の

法

則
の

み

に

従

う
こ

と

が

最
も

合
理

的
か

つ

確
実
な

方

法

で

あ

る
､

と
一

貫
し

て

主

張
さ

れ

て

き

た
｡

そ

の

こ

と

が

｢

子

ど

も
の

発
見
+

で

あ

る
､

と

認
め

ら
れ

た

の

で

あ

る
｡

こ

こ

で

は
､

そ

の

原
則
が

ま
っ

た

く

解

除
さ

れ

て

い

る
｡

ま

さ

に

｢

理

性
的
人

ヽ

ヽ

間
+

を

育

成

す
る

方

法
か

ら

｢

奴

隷
的

人

間
+

を

形

成

す

る

方

法

へ

と

転
化
し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

さ

ら
に

､

第
三

の

相

違

は
､

右

と

関

連
し

て
､

｢

労
働
学
校
+

ヽ

ヽ

に

お

い

て

は
､

幼

少

時
か

ら
一

定
の

仕
事
を

労
働
と

し

て

課

し
て

い

る

こ

と
で

あ

る
｡

拙
稿
｢

レ

ク

リ

エ

イ

シ

ョ

ン

の

機
能
+

で

み

た

よ

う
に

､

ロ

ッ

ク

は
､

身
体
の

鍛
練
に

な

る

す
べ

て

の

活
動
を

労
苦
(

t

監
打
)

と

し
て

課
し

て

は

な

ら
な
い

､

と

し

て

い

る
｡

な

ぜ

な

ら

ば
､

そ

の

よ

う

な

労
苦
に

た

い

し

て

｢

子

ど

も
た

ち
の

精

神

も

身
体
も

耐
え

ら

れ

な
い
+

か

ら
で

あ

り

｢

彼
ら
の

健
康
を

損

(

1 7
)

う
+

か

ら
で

あ

る
｡

と
こ

ろ
が

｢

労
働
学
校
+

で

は

｢

彼
ら
が

当

(

1 8
)

然
で

き

る

だ

け

の

仕

事
が

各
人

に

要
求
さ

れ

る
｡

+

し

か

も
､

そ

れ

は
､

彼
ら
の

鍛
練
の

た

め

で

は

な

く
､

｢

(

｢

労
働
学

校
+

創

設
に

授

(

1 9
)

9

資
さ

れ

た
)

教
区

民
の

負
担
が

す

ぐ

に

も

剰

余
を

伴
っ

て

償
還
+

甜
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さ

れ

る

こ

と

を

意
図
し

て

教
区

民
の

実

利
の

た

め

に

課
せ

ら

れ

る

の

で

あ

る
｡

仮
に

､

そ

の

苦
痛
を

伴
う

仕
事
が

自
然
の

法
則
に

逆

ら

う

意
味
に

お

い

て
､

｢

欲

求
の

停
止
+

を
も

た

ら
し

､

｢

棉
神
の

自
由
+

を

生

む

と

し

て

も
､

そ

の

こ

と

自
体
が

目

的
と

さ

れ

て

い

る

の

で

は

な
い

か

ら
､

｢

自
分
の

理

性
に

相

談
し

､

理

性
を

役

立

て

る
+

間
も

な

く
､

つ

ぎ
つ

ぎ

と

仕
事
が

強
制
さ

れ

て

い

く
｡

こ

こ

で

は
､

二
･

三

の

点

を

比

較
し

た

に

す
ぎ

な
い

が
､

こ

れ

ら
は

､

い

ず
れ

も

『

教

育
論
』

に

お

け

る

鍛
練
方

法
を

貫
く

基
本

原

則
で

あ

る
｡

し
か

し
､

こ

れ

ら
の

基

本

原
則
は

､

｢

労
働
学

校
+

に

お

い

て
､

す
べ

て

解
除
さ

れ
､

無
視
さ

れ

て

い

る
｡

反
対
に

､

『

教
育
論
』

の

基
本
原

則
を

解
除
す
る

こ

と

そ

れ

自
体
が

｢

労
働

学
校
+

の

基

本

原
則

と

な
っ

て

い

そ

と

さ

え

み

ら

れ

る
｡

こ

の

相

違
は

､

ロ

ッ

ク

が

『

教
育
論
』

の

｢

猷
辞
+

で

｢

そ

れ

(

20
)

ぞ

れ

の

身
分
に

応
じ
て

､

若
者
を

鍛
練
(

t

邑
2 .

n
g
)

す

る

方

法
+

の

あ

る

こ

と

を

示

唆
し

､

多
く
の

身
分
の

う

ち
で

も

紳
士

が

｢

残

(

2 1
)

り
の

す
べ

て

の

着
た

ち

に

た

い

し

て

秩
序
を

も

た

ら

す
+

と
し

て

い

る

と

こ

ろ

か

ら

生

じ

て

い

る
､

と

思

わ

れ

る
｡

す

な

わ

ち
､

紳

士

階

級
の

教
育
(

e

賢
邑
6

.

ロ
)

は
､

｢

商
業
社

会
の

苛
烈
な

競
争
+

に

勝
ち

残

り
､

秩

序

を

も

っ

て

支

配

で

き

る

能
力

を

育
成

す
る

の

で

あ

り
､

労
働
者
の

｢

身
分
+

に

あ

る

者
の

教

育
(

t

e

p
凸

E
ロ

粥
)

ヽ

ヽ

は
､

そ

の

支

配
に

服

従
で

き

る

能
力
を

形

成

す
る

の

で

あ

る
｡

ロ

の
β

U

ッ

ク

は
､

｢

労
働
学

校
+

で

貧
民

を

鍛
練
す
る

こ

と

に

よ

り

｢

子

ど

も

た

ち
は

､

ず
っ

と

良

く

秩
序
が

保
た

れ

…

…

そ

の

後
の

彼
ら

の

生

活

す
べ

て

に

わ

た
っ

て
､

彼
ら
を

ま

じ

め

に
､

勤
勉
に

す
る

(

2 2
)

た

め

少

な
か

ら

ず
成

果
を

あ

げ
る
+

と

し

て

い

る
｡

し

た

が

っ

て
､

支

配
に

服
従
で

き
る

能

力
と

は
､

強
制
の

も

と
で

｢

ま
じ

め
に

､

勤
勉
に
+

労
働
す
る

能
力
に

外
な

ら

な
い

｡

こ

の

こ

と

ほ
､

｢

労

ヽ

ヽ

働
学
校
+

を

卒

業
す
る

に

あ

た
っ

て

貧
民
の

子
ど

も

が

置
か

れ

た

立

場
を

み

れ

ば

明

ら
か

で

あ
る

｡

す

な
わ

ち

｢

そ

れ

ぞ

れ

の

小

行

政

区

(

F
ロ

邑
3

e

の

手
工

業
者
た

ち
ほ

､

彼
ら
の

気
に

召

す
ど

ん

な

年
齢
の

少

年
で

あ

れ

連
れ

て

行
き

､

二

十
三

歳
ま
で

彼
ら

を

(

2 3
)

拘
束
し

て

お

く
こ

と

が

で

き

る
+

｡

ま

た
､

大
土

地

所
有
者
も

同

上

(

2 4
)

の

条
件
で

彼
ら
を

農
耕
年
季
奉

公
に

置

く
こ

と

が

で

き

る
｡

さ

ら

に
､

満
十
四

歳
に

な
っ

て

も
こ

れ

ら
の

年
季
奉
公
に

受
け

入

れ

ら

れ

な
い

場
合

､

｢

毎
年

､

各

行
政

区
の

救
貧
委
員
(

讐
P

邑
P

n

O
れ

t

F
e

p
0

0

ユ

の

イ

ー

ス

タ

ー

会
議
で

､

そ

の

行

政

区
の

中
で

最
も

面

積
の

広
い

土

地
を

も
っ

て

い

る

紳
士

､

郷

士

(

y
e

O

日

昌
)

､

自

(

2 5
)

作
農
(

訂
1

日
e

ユ

た

ち
の

年
季
奉

公

人
と

さ

れ

る
+

｡

以

上
か

ら
わ

か

る

よ

う
に

､

｢

労

働
学
校
+

に

お

け
る

鍛
練
は

､

労
働
力
を

強

化

す
る

こ

と

に

あ
っ

た
｡

し
か

も
､

そ

の

労
働
力
は

､

(

▼
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紳
士

階

級
が

自
由
に

支

配
し

､

利
用
で

き

う

る

も

の

で

あ

っ

た
｡

一

方
に

お

い

て
､

あ

ら
ゆ
る

人

為
を

排
除
し

､

鍛
練
主

体
の

尊

厳

を

守
る

こ

と

が

強
調

さ

れ
､

他

方
に

お

い

て
､

鍛
練
の

結
果
で

あ

る

労
働
力
だ

け

が

重

視
さ

れ
､

主

体
の

尊
厳
は

､

無
視
さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

二

分

さ

れ

た

鍛
練
の

方

法
を

通

じ
て

､

紳
士

階
級
は

､

ま

す
ま

す
支

配
の

た

め
の

能

力
を

増
大

さ

せ
､

貧
民
は

､

被
搾
取

物
と

し

て

の

労
働
力
を

増
強
さ

せ

ら

れ

る
｡

ロ

ッ

ク

は
､

『

教

育
論
』

に

お

い

て
､

健
康
を

具

備

し

て

い

る

(

2 6
)

こ

と

が

｢

こ

の

世
に

お

け
る

幸
福
な

状

態
で

あ

る
+

と

し

な
が

ら
､

結
果

と

し

て

そ

れ

を

紳
士

階

級
の

身
体
だ

け
に

適
用
し

て

い

る
｡

こ

の

よ

う
な

結
果

が

生

じ

る

の

は
､

ロ

ブ

ク

の

身
体

観
に

原

因
が

あ

る
､

と

み

な

け

れ

ば

な

ら
な
い

｡

す

な

わ

ち
､

身
体
が

労
働
と

か

か

わ

り

を

も
つ

と

き
､

そ

の

身

体
を

ど

の

よ

う

な

存
在
と

し

て

認
め

て

い

る

か
､

そ

こ

に

紳
士

階

級
の

身

体
と

貧

民
の

身
体
と

の

差
別

を

認

め

て

い

る

の

で

は

な
い

か
｡

ロ

ッ

ク

の

身
体

観
は

､

原

理

的
に

､

こ

の

｢

差
別
+

を

認
め

て

い

る
､

と

思

わ

れ

る
｡

そ

こ

で
､

次

節
で

は
､

ロ

ッ

ク

に

お

け
る

労
働
と

身
体
の

関
係
か

ら
､

彼
の

身
体

観
を

み

て

い

く
こ

と

に

す
る

｡

(

1
)

句
O

H

申
じ

仁

→
ロ
e

}

O

p
.

〇

芦
-

<
○
-

･

H
H

､

や
い

諾
r

(

2
)

ゴ
e

孟
-

y
p

n
､

G
.

声
∵
E
n

恥

亡

臣

哲
○

巨
‥

聖
賢
○
→

y
p

∽

t

･
邑
叫

O
f

巴
舛

O

e

n
t

弓
岩

.

∽
-

C
F

p

喜
e

→

ど

0
ロ
e

2
-
-

く
山

え
○

ユ
P
∴

ご
む

チ

P
O

n

a
O

ロ
ー

一

望
T

P

や

N

詔
●

(

3
)

(

4
)

○

や

9 .

t
●

-

班
0

2
.

ロ
e

)

p
･

い

諾
r

(

5
)

旨
-

チ

や

い

∽

い
･

(

6
)

小

b

芦
-

や

い

窒
･

(

7
)

-

E
P

-

p

ア

宗
一

ー
い

00

汁

こ

こ

で

注

意
し
た

い

の

は
､

ロ

ブ

ク

が

貧
民
の

教

育
に

た
い

し

て
､

t

2

琶
已
出

向

の

語
を

用
い

て

い

る

こ

ヽ

ヽ

ヽ

と

で

あ

る
｡

こ

こ

で

は
､

｢

何

事
か

を

強
制

的

に

仕

込

む
+

と

い

う

意
味
で

用
い

ら

れ

て

い

る
､

と

考
え

ら

れ

る
｡

(

8
)

(

9
)

-

豆

チ

宅
･

い

00

ー

ー
ド

(

1 0
)

-

E
(

r

p
･

い

00

P

(

1 1
)

O

p
t

O

早
｢
0
0

村
e

l■
ふ

苫
､

や

ー

00

叫
･

(

ュ2
)

O
f

J
E
P

-

め

3
】

苫
･

-

3
-
-

コ
･

(

1 3
)

○

や
○

芦
､

｢
p
∽

E
-

p
･

芦

(

1 4
)

当

時
､

家

庭

教

師

を
一

人

雇
用

す
る

の

に

二

〇

ポ

ン

ド

を

要

し

た

(

巨

已
e
-
-

-

O

p
.

〇
-

t
.

-

p
.

-

00

00
.

2

こ
｡

一

六

三

〇

年
代

に

お

い

て

す

ら
､

大

学
の

文

学

士

(

評
訂
ビ
e
】

e
l

O
f

A
ユ

才
O

m

旨
e

亡

2 .

t

d

d

邑
t

ユ

を

家

庭

教

師
に

す
る

た

め
､

年
間

わ

ず
か

一

〇
ボ

ン

ド

で

契
約
を

結
ぼ

う
と

す

る

者
は

､

｢

最
も

卑
し

く
馬

鹿

化

た

倹

約
+

を

し
た

､

と

称
さ

れ

た

(

吋
e

P
｡

F

P

ヨ
ー

H
e

n
→

¥
∵
C
O

m
旦
e

t

e

G
e

n
･

t
-

e

ヨ
巴
-

ご
巴
♪

已
t

F

呂
H

n
t

3
へ

F
c
t
-

○

β

す
G
･

S
･

G
O

昆
O

P

C
-

笥
e

n
(

ど
ヌ

ー

苫
P

p
.

い

ー
.

)
｡

キ

ン

グ

の

推

計
的

統

計

に

よ

れ

ば
､

一

六

八

八

年
に

お

い

て
､

年

一

⊥

収
一

〇

〇
ポ

ン

ド

以

上

あ

り
､

右
の

ご

と

き

家

庭

教

踊
の

た

め
の

患

郎
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済

的

余

裕
が

あ

る

と

思

わ

れ

る

者
は

､

イ

ン

タ

ラ

ン

ド
の

全

人
口

約

五

百
万

人

の

う

ち
､

わ

ず
か

三

十

数

万
人

に

す

ぎ

な

か

っ

た

(

O
p
.

C
-

t
･

)

ゴ
0

諾
-

盲
ヨ

､

p
･

N

ヨ

に

お

け
る

G
り
e

g
O
→

叫

R

訂
叫

の

統

計

表
に

よ

る
｡

)

｡

(

1 5
)

c

p
･

0

羊
J
O

旨
0

､

や

誌
-

.

(

1 6
)

O

p
･

〇

チ
ビ
U

O

村
e

､

∽

芦
中

一

r n

声

(

1 7
)

旨
打
r

､

肺

-

怠
､

ワ

N
h

声

(

1 8
)

ロ

p
.

〔

F
-

p
.

u

∞

い
t

(

1 9
)

-

E
n

･

】

ワ

い

00

叩

こ

こ

か

ら

わ
か

る

よ

う
に

｢

労
働
学

校
+

は
､

一

種
の

公

営
マ

ニ

フ

ァ

ク

チ

ェ

ア

ー

の

性

格
を

も
っ

て

い

た
｡

い

わ

ゆ
る

｢

慈

善
学

校

(

C
F
P

→

e
t

叫

哲
F
0

0
-

)

+

と

の

区

別

も
こ

こ

に

あ

る

の

で

は

な
い

か
｡

(

2 0
)

｡

宇

O

F
)

→
F
e

H

思
川

巨
e

ロ
2

巴
O

P
t

O
り

¥

甲

-

-

N
.

(

2 1
)

旨
訂
r

､

p

ワ

ー

ー

N

-
-

-

山
.

(

2 2
)

O

p

O
-

t

も
.

岩
谷

一

(

2 3
)

(

2 4
)

岩
-

d
.

､

や

い

∞

h
.

(

2 5
)

i

E
(

r

甲

い

監
.

(

2 6
)

○

ワ

0

芹

ビ
U

O

軒
e

､

肪

-
､

ワ

ロ
升

『

統

治

論
』

に

お

け

る
ロ

ッ

ク

の

身
体

観

ロ

ッ

ク

は
､

『

統

治

論
』

第
二

篇
第
五

章
に

お

い

て
､

労
働
に

(

1
)

よ

る

所
有

権
(

守
｡

電

卓
)

設
定
の

経

緯
を

徹
っ

て

い

る
｡

彼
ほ

､

そ

こ

で
､

労
働
を

つ

ぎ
の

よ

う
に

定

義
し

て

い

る
｡

す

な

わ

ち
､

人

間

は
､

生

命
を

与
え

ら
れ

て

い

る

か

ぎ
り

､

自
然
の

生

産
す

る

舵
ハ

0

果

実
､

野
獣
な

ど
を

利

用
し

て
､

自

ら
の

生

命
を

保
存
す

る

権
利

(

2
)

(

p

→
i

g
F
t

t

O

巧

言
∽

の

ヨ
巳

i

O

n

=

白

己

保
存
権
)

を

も

つ
｡

と

こ

ろ
が

､

そ

れ

ら
の

自
然
の

産
物
は

､

｢

自

然
の

お

の

ず
か

ら

の

営

み

に

よ

っ

て

産
み

出
さ

れ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

人

類
に

共

同
に

帰

(

3
)

属
す
る

(

b

巴
○

口
内

t

O

呂
P

ロ
打

F
d

i

β

0

0

日
m
O

n

=

共

同

所
有
)

+

｡

し

た

が
っ

て
､

各
人
は

､

自
己

保
存

権
を

行

使
し

､

こ

の

共
同

所

有
物
を

利

用

す
る

た

め

に
､

そ

の

前
提
と

し
て

､

何
ら
か

の

方

法

で

共

同

所
有
物
の

一

部
を

自
己
の

所
有
物
と

し

て

専
有
す

る

手

段

(

4
)

(

P

日
e

P

日
払

t

O

p

冒
→

○

胃
i

巳
e
)

を

も

っ

て

い

る

必

要
が

あ

る
｡

こ

の

専
有
手

段
が

労
働
で

あ

る
｡

つ

ま
り

､

ロ

ッ

ク

に

あ
っ

て

は
､

労
働
と

ほ
､

共
同

所
有

物
に

た

い

し

て

私

的
所
有
の

権
利

を

設

定

す
る

行

為
な

の

で

あ

る
｡

同

章
に

お

け
る

ロ

ッ

ク

の

主

題
は

､

こ

の

労
働
を

通
じ

て

所
有

権
を

設

定

す
る

こ

と

が

｢

共

同

所
有
者
全

員
の

明

文
に

よ

る

協
約

(

5
)

(

e

対

句
り

e
∽

仏

C
O

日
p
p
O

t

)

が

皆
無
で

あ
っ

て

も
な

お
+

可
能
で

あ

る

根

拠
を

求
め

る

と
こ

ろ
に

あ
っ

た
｡

い

わ
ば

､

ロ

ッ

ク

は
､

労

働

の

生

産
物
に

た

い

す

る

所

有
権
が

自

己

保
存
権
と

同

様
に

自

然
権

と

し

て

保

障
さ

れ

て

い

る

こ

と

を

論
証
し

ょ

う

と

し

た

の

で

あ

る
｡

こ

の

ロ

γ

ク

の

論
証

､

お

よ

び

『

統

治

論
』

全

体
に

お

け

る

所

有

′

〉
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二

/

権
の

意
義
に

つ

い

て

は
､

従

来
か

ら
､

ロ

ッ

ク

の

財
産
論

､

国
家

(

6
)

論
研

究
の

対

象
と

さ

れ

て

き

た
｡

し
か

し
､

鍛
練
論
の

立

場
か

ら

み

て
､

こ

の

ロ

ッ

ク

の

論
証

過

程
に

､

鍛
練
の

対

象
と

な

る

身

体

と

労
働
と
の

関
係
か

ら
､

彼
の

特

徴
的

な

身
体

観
を

認
め

る

こ

と

が

で

き

る
｡

ロ

ッ

ク

に

よ

れ

ば
､

｢

協
約
が

皆
無
で

あ

っ

て

も

な

お
+

所
有

権
が

設

定
さ

れ

う
る

の

は
､

労
働
が

各

人
の

固
有
な

所
有

物
で

あ

る

身

体
の

行

為
に

外
な

ら

な
い

か

ら
で

あ

る
｡

す

な

わ

ち
､

｢

人

は

誰
で

も

自
分

自
身
の

身
柄

(

胃
琶
ロ
)

の

う
ち
に

一

つ

の

財
産

守
○

廿

邑
叫

=

所
有
権
)

を
も
っ

て

い

る
｡

こ

れ

に

た

い

し

て

は
､

自
分

自
身
以

外
に

は

誰
も

､

い

か

な

る

権

利
を

も

も
っ

て

い

な

(

7
)

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

い
+

｡

そ

の

財
産
と

は
､

身
体
の

労
働
(

｢
p

ど
亡
→

｡
f

官
号
)

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

(

8
)

お

よ

び

手
の

作

業
(

弓
○

旨
O
f

出
F

已
払

)

を

指
す

｡

各
人
が

こ

の

自

己
の

財
産
で

あ

る

身
体

の

働
き

(

ぎ
t

6
.

ロ
仏

)

を

も
っ

て

共

同

所
有

物
に

一

定
の

加
工

を

施
す
と

す
れ

ば
､

そ

の

結
果
と

し
て

得
ら

れ

る

生

産
物
に

た

い

し

て
､

各
人

は
､

｢

自
分

自
身
の

財
産

(

9
)

を

付

加
し

た
+

と

い

う
理

由
か

ら

所
有

権

を

主

張
で

き

る
｡

ロ

ブ

ク

は

こ

の

こ

と

を

｢

泉
を

流
れ

る

水

は

誰
の

も
の

で

も

あ

る
｡

け

れ

ど

も
､

水

差
し
の

中
の

水
ほ

こ

れ

を

汲
み

上

げ

た

人
の

も
の

で

(

1 0
)

し

か

な
い
+

と

い

ぅ

此

喰
を

も
っ

て

説

明

し
て

い

る
｡

こ

の

論
証
を

通

じ

て
､

ロ

ッ

ク

は
､

生

産
物
に

た

い

す
る

排

他

的
独

占

権
を

設
定

す

る

必

要
条
件
と

し

て

身
体

と

そ

れ

の

働
き
と

に

絶
対

不

可

侵
の

権

利
を

認

め

て

い

る
｡

『

教
育
論
』

で

は
､

ま

ず
､

自
然
の

法

則
を

唯
一

の

法
則
と

し
て

､

あ

ら
ゆ

る

外

的
な

抑

圧

と

支
配
と

か

ら

身
体
を

隔
離

､

遮
断

す

る

こ

と

が

鍛
練
に

な

る
､

と

さ

れ

た
｡

さ

ら
に

､

身
体
を

鍛
練
す

る

こ

と

が

｢

仕
事
と

幸
福

(

1 1
)

と

に

必

要
で

あ

る
+

と
さ

れ

た
｡

そ

の

理

由
は

こ

こ

か

ら

明

ら
か

に

な

る
｡

す

な

わ

ち
､

鍛
練
に

よ

り
､

各
人
の

固
有
の

財
産
で

あ

る

身
体
と

そ

れ

の

働
き
が

強
化
さ

れ

る

程
度
に

応
じ

て

労
働
の

生

産
物
が

増
大
し

､

そ

れ

の

享
受
が

各
人

を

｢

幸
福
+

に

導
く

と

こ

ろ

と

な

る

か

ら
で

あ

る
｡

身
体

と

そ

れ

の

働
き

と

が

他
人
の

支

配

下

に

あ
っ

て

は
､

こ

の

｢

幸

福
+

に

到
達
し

え

な
い

｡

し

た

が
っ

て
､

彼
が

自

然
の

法

則
に

従

う
こ

と

に

よ

り

｢

子

ど
も

の

発
見
+

を

し

て

い

る

の

は
､

た

ん

に

子

ど

も

の

｢

人
格
+

を

認
め

て

い

る

か

ら
だ

け

で

は

な

く
､

ヨ

リ

具
体

的
に

私

的
所

有
物
を

享
受
し

う

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

る

こ

と

を
目

的
と

し
て

､

根
漁

的
に

解

放
さ

れ

て

い

る

身
体
を

育

成

し
ょ

う
と

意
図
し

て

い

た

か

ら
で

あ

る
､

と

考
え

ら

れ

る
｡

人

間
の

身
体
と

そ

れ

の

働
き

と
が

他

人
の

あ

ら
ゆ

る

干
渉
と

侵
害
と

か

ら

自
由
で

あ

り
､

結
果
と

し

て

そ

れ

ら

を

共

同

体
の

拘
束

､

封

【

J

建
約

･

身
分

的

拘
束
か

ら

解

放
す
る

こ

と

を

意
図
し

て

い

た
､

と

即
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い

え
る

ひ

城
丸
章
夫

氏
の

言

葉
を

借
り

れ

ば
､

ロ

γ

ク

は
､

｢

私

の

身
体

は

私
の

も
の
+

で

あ

る

か

ら

｢

私
の

完
全
な

支

配
に

服
さ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

し
､

服

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る
+

と

い

う

(

1 2
)

｢

身
体
の

私

事
性
+

を

認

め
て

い

た
｡

し

か

し
､

ロ

ブ

ク

に

あ
っ

て

は
､

そ

の

私

事
性
が

そ

の

ま

ま

｢

自
由
な

商
品

と

し
て

の

身
体

(

1 3
)

あ

る

い

ほ

労
働
力
と

し

て

の

身
体

の

自

由
な

売

買
+

を

意
味
し

て

い

な
か

っ

た
｡

彼
の

労
働
定

義
か

ら

わ

か

る

よ

う
に

､

身
体
の

私

事
性
ほ

自
己

保
存
権
の

行

使
に

伴
っ

て

置
か

れ

て

い

る
｡

そ

の

た

め

に
､

ロ

ッ

ク

は
､

各
人
が

自
己

保
存
に

必

要
と

す
る

以
上

の

生

産
を

し
､

そ

の

生

産
物
を

利

用
し

な
い

ま

ま

腐
敗
さ

せ

る

こ

と

を

(

1 4
)

制
限

し
て

い

る
｡

彼
の

身

体

観
は

､

こ

の

よ

う
に

､

自
給
自
足
の

経

済
を

前
提
に

し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

か

ぎ

り

に

お

い

て
､

身
体
ほ

売

買
の

対

象
と

な

り

え
な
い

｡

ま

た
､

こ

の

か

ぎ

り

に

お

い

て

の

み
ロ

ッ

ク

の

身
体

観
は

､

｢

解

放
の

身
体

観
+

で

あ
っ

た
､

と
い

え

る
｡

と

こ

ろ
が

､

こ

の

｢

解

放
の

身
体

観
+

は
､

ロ

ッ

ク

が

先
の

労

働
に

よ

る

所
有
の

理

論
を

現

実
の

市

民

社

会
に

お

い

て

通
用

す
る

こ

と
に

よ

り
､

一

定
の

条
件
を

も
っ

た

者
に

し

か

通

用
し

え

な

く

な

る
｡

そ

の

現

実
と

は
､

｢

囲
い

込
み
+

で

あ

る
｡

彼
は

､

こ

こ

で

所
有
の

対

象
を

自

己

保
存
の

た

め

の

生

括

資
料
か

ら

｢

大

地

そ

(

岨
)

の

も
の
+

に

ま
で

拡

大
す

る
ひ

そ

れ

が

肯
定
さ

れ

る

の

は
､

つ

ぎ

以
ハ

0

の

理

由
に

よ

る
｡

す

な

わ

ち
､

｢

囲
い

込

み

を

行

な

い

栽
培
を

施

し
た

(

｡

已
t
i

く

巳
e

e

土

地
一

エ

ー

カ

ー

か

ら
生

産
さ

れ

る

も

の

の

量
ほ

､

地

味
は

同
じ

で

も

依
然
共

有
の

荒
蕪
状

態
に

あ

る

土

地

一

エ

ー

カ

ー

か

ら

産
出
さ

れ

る

も

の

の

量
に

く
ら
べ

､

そ

の

一

〇

(

1 6
)

倍
の

多
き
に

達
す

る
+

と
い

う

事
実
が

示
す

よ

う
に

､

土

地
の

囲

い

込
み

は
､

新
た

な

作
付

品

目
と

土

地

の

改

良

と

に

よ

る

生

産

性

の

向

上

を

も

た

ら

す
｡

こ

の

よ

う
に

､

土

地
の

生

産
性
の

観
点

だ

け

か

ら

み

れ

ば
､

一

般
に

｢

労
働
を

ま

た

な
け

れ

ば

土

地

が

広
い

(

1 7
)

と

い

う
だ

け

で

は

ま

ず
ほ

と

ん

ど

価
値
が

な
い
+

の

で

あ

る

か

ら
､

労
働
に

よ

っ

て

土

地

を

専
有

す

る

人

間
は

､

｢

人

類
の

共

有
財
産

を

減
少
さ

せ

て

い

る

の

で

な

く
､

か

え
っ

て

こ

れ

を

増
加
さ

せ

て

(

1 8
)

い

る
+

｡

し

た

が

っ

て
､

囲
い

込
み

に

よ

る

｢

大

地

そ

の

も

の
+

の

所
有
ほ

､

他
人

の

自

己

保

存

を

側
面
か

ら

援
助

す

る
､

と
い

う

理

由
で

肯
定
さ

れ

る
｡

と
こ

ろ

が
､

現

実
の

囲
い

込
み

は
､

ト

ウ
ニ

ー

が

い

う
よ

う
に

､

す

で

に

大

土

地

所

有
者
で

あ

る

着
た

ち
が

｢

不

利
な

謄
本
小

作
人

を

満
期
に

な
っ

た

と

き
に

追
い

だ

し
+

､

あ

る

い

ほ

共

有
地

を

｢

直

(

1 9
)

宮
地
+

に

す
る

こ

と
に

よ

っ

て

遂

行
さ

れ

た
｡

囲
い

込

み

に

お

い

て

は
､

身
体

と

そ

れ

の

働
き

と

に

私

事
性
を

も
っ

て

い

る

だ

け

で

､
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ヽ

ヽ

ヽ

な

く
､

す
で

に
､

一

定
の

｢

生

産

手

段
の

所
有
者
で

あ

る

と

い

う

(

2 0
)

条
件
+

が

必

要
な
の

で

あ

る
｡

ロ

ッ

ク

は
､

現

実
の

市

民

社

会
に

｢

解

放
の

身
体

観
+

を

通
用

す
る

際
に

｢

労
働
者
が

同

時
に

そ

の

労
働
の

生

産
物
の

主

体
で

あ

り

う
る

よ

う
な

自
由
な

労
働
の

実

現

は
､

そ

の

前
提
に

そ

の

労
働
の

実

現
に

必

要
な

生

産
手

段
の

所

有

(

2 1
)

が

前
提
さ

れ

た

場
合
に

の

み

可

能
と

な

る
+

こ

と

を

｢

暗
黙
の

う

ち
に
+

認
め

て

い

た
､

と
い

え

る
｡

し

た

が
っ

て

｢

解

放
の

身
体

観
+

は
､

そ

れ

自
体

だ

け

を
み

れ

ば
､

手
工

業
制

度
の

も

と

で
､

わ

ず
か

な

商
売
道

具

以

外
に

｢

遺

産
に

も

特
権

(

胃
e

3
g
P
t

才
e
)

(

2 2
)

に

も

依

存
し

な
い

労
働
者
+

､

あ

る

い

は

売
る

ぺ

き

労
働
力

以

外

何

物
も

も

た

な
い

労
働
者
に

た

い

し

て

も

適
用
さ

れ

う
る

､

と

み

え

な
が

ら
､

実
は

､

大

土

地

所
有
者
で

あ

る

紳
士

階
殻
だ

け
に

適

用
さ

れ

る

身

体

観
で

あ
っ

た
｡

と
こ

ろ
で

､

｢

解

放
の

身
体

観
+

が

こ

の

よ

う

な

条
件

を

も

つ

者
だ

け
に

限

定
さ

れ

た

の

は
､

つ

ぎ
の

点
に

原
因
が

あ

る
､

と

思

わ

れ

る
｡

す
な

わ

ち
､

ロ

ッ

ク

は
､

労
働
に

よ

る

所
有
権
の

設
定

に

お

い

て
､

｢

身
体
+

そ

れ

自
体
と

｢

身
体
の

働

き
+

と

を

区

別

し
て

､

人

間
が

そ

の

両

者
の

所
有
主

(

勺

3
p

ユ
e
t

O

ユ

で

あ

る
､

と

し

た
｡

労
働
の

生

産

物
は

､

そ

れ

に

｢

身
体
の

働
き
+

が

付

加

さ

れ

て

い

る

か

ら
こ

そ

労
働
す

る

者
の

所
有
物
と

な
っ

た
｡

と
こ

ろ

が
､

周

知

の

よ

う

に

『

統
治

論
』

で

は
､

｢

一

定
期

間
､

彼
の

用

役
(

∽
e

ヨ
ど
e
)

を

他

人
に

売
り

､

こ

れ

と

交

換
に

貸
金

を

受
け

(

2 3
)

取

る
+

契
約
の

も

と

に
､

先

の

｢

所

有

主
+

が

｢

召

使

(

S
e

ワ

く

呂
什

)

+

に

も

な

り

う
る

こ

と
が

認
め

ら
れ

て

い

る
｡

そ

こ

で

ほ
､

､

,

､

,

(

2 4
)

｢

私
の

召

使
の

刈
っ

た

芝
ほ

､

･

…
･

私
の

財
産
に

な

る
+

と

さ

れ

る
｡

ロ

ッ

ク

は
､

こ

こ

で

｢

召

使
+

の

存
在
を

認
め

る

こ

と

に

よ

り
､

労
働
の

生

産
物
に

た

い

す

る

所

有
権
が

他

人
に

委
譲
さ

れ

う

る

こ

と

を

認

め
て

い

る
｡

生

産
物
は

､

｢

身
体
の

働
き
+

が

付

加

さ

れ

た

も
の

で

あ

る

の

だ

か

ら
､

そ

の

際
､

｢

身
体
の

働
き
+

も

ま

た

委
譲
さ

れ

る
｡

と

い

う

こ

と

は
､

ロ

γ

ク

は
､

｢

召

使
+

の

身
体
に

つ

い

て
､

そ

の

｢

身
体
の

働
き
+

を

労
働
力

商
品
と

み

な

し
そ

れ

の

自
由

な

売

買
を

認

め

て

い

る

こ

と

に

な

る
｡

労
働
に

よ

る

排
他

的

独

占

権
設

定
の

理

論
は

､

｢

身
体
+

と
｢

身

体
の

働
き
+

と
に

絶
対

不

可

侵
の

権
利
を

認
め

る

こ

と

が

必

要
条

件
と

さ

れ

た
｡

し
か

し
､

｢

召

使
+

に

お

い

て

は
､

そ

の

同

じ

必

要
条

件
が

労
働
の

生

産
物
を

他

人
に

奪
取
さ

れ

る

た

め
の

そ

れ

と

し

て

作
用
し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

そ

の

結
果
も

た

ら
さ

れ

る

事
態

は
､

明

ら
か

で

あ

る
｡

す
な

わ

ち
､

す
で

に
一

定
の

生

産
手

段
を

も

つ

者
は

､

自
己

保
存

権
に

加

え

ら
れ

て

い

る

腐
敗
制
限

を

越
え

■
h

J

て
､

他

人
の

労
働
の

生

産

物
に

ま
で

所
有
権
を

拡
大

し
､

一

定
の

伽
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契
約
の

も

と
に

売
る

ぺ

き

｢

身
体

の

働
き
+

以

外

何

物
も

も

た

な

い

｢

召

使
+

は
､

自
己

保
存
の

た

め

に

生

産
し

た

所
有
物
ま

で

も

奪
取
さ

れ

る
｡

こ

の

よ

う

な

搾
取

=

被
搾
取
の

関

係
を

可
能
に

し

た

の

ほ
､

｢

身
体
+

と

商
品
と

し

て

の

｢

そ

れ

の

働

き
+

と

を

区

別
し

た

ロ

ッ

ク

の

身
体

観
に

外

な

ら
な
い

｡

逆
に

い

え

ば
､

ロ

ッ

ク

の

身
体

観
は

､

そ

の

区

別
に

基

礎
を

置
い

て

い

る

が

ゆ
え

に
､

一

方
に

お

い

て
､

｢

解

放
の

身
体

観
+

と

し

て
､

他

方
に

お

い

て
､

奪
取
の

､

あ

る

い

は

｢

収

奪
の

身
体

観
+

と

し

て

二

重

性
を

も

た

ざ
る

を
え

な
い

の

で

あ

る
｡

こ

の

二

重

性
を

も
っ

た

身
体

観
か

ら

『

教
育
論
』

と

｢

労
働
学

校
+

と

に

お

け
る

鍛
練
方

法
を
み

る

と

き
､

両

者
の

方

法
が

相

違

し

て

い

る

の

も

当

然
で

あ

る

こ

と
が

わ

か

る
｡

す
な

わ

ち
､

先
の

｢

召

使
+

が

旦
層

労
働
者
で

あ

り
､

｢

労
働
学
校
+

の

対

象
と

な

っ

た

貧
民
を

指
し

､

ま

た
､

そ

の

雇
用
主
が

紳
士

階
級
に

あ

た

る

こ

と

は
､

今
ま
で

の

論
述
か

ら
容

易

に

判
断
で

き
る

｡

前
者
は

､

も
っ

ぱ

ら

売

ら
れ

る

ぺ

き

｢

身
体
の

働
き
+

を

強

化

す
る

こ

と

が

鍛
練
目

標
と

さ

れ
､

｢

イ

ー

ス

タ

ー

会
議
+

に

お

い

て

紳
士

階

級

が

｢

ま

じ
め

に
､

勤
勉
に
+

労
働
す
る

年
季
奉

公

人
が

得
ら
れ

れ

ば
､

十

分
に

そ

の

目

標
が

達
せ

ら
れ

る
｡

だ

か

ら
､

鍛
練
の

方

法

も

ま

た
､

｢

理

性
的
人

間
+

を

育
成

す
る

の

で

な

く
､

た

ん

な

る

商

品

と

し
て

の

｢

身

体
の

働
き
+

を

鍛
練
し

､

そ

の

価
値

を

高
め

卯
月
じ

れ

ば

そ

れ

で

よ

か
っ

た
｡

後
者
の

紳
士

階

級
は

､

そ

の

商
品

を

収

奪
し

支

配
す

る

｢

人

間
+

と

な
る

必

要
が

あ

り
､

そ

の

た

め

に
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

も
っ

と

も

人

間
ら

し
い

鍛
練
を

受
け

な

け

れ

ば

な

ら

な
か

っ

た
｡

こ

の

よ

う
に

､

ロ

ッ

ク

の

身
体

観
は

､

す
で

に

そ

の

基

盤
に

お

い

て
､

貧
民
と

紳
士

階

放
と

を

明

確
に

｢

差

別
+

す
る

も

の

で

あ

っ

た
｡

そ

し

て
､

こ

の

｢

差

別
+

が

身
体

観
の

二

重

性
に

あ

ら

わ

れ

た
｡

し

か

し
､

こ

の

｢

差

別
+

と

二

重

性
と

は
､

イ

ギ

リ

ス

の

紳
士

階

奴
の

経

済

的
支

配

を

強
化
し

､

階
殻

的

秩
序

を

ま

す
ま

す

強
固
に

す
る

点
に

お

い

て
､

ま

さ

に
一

つ

の

も
の

と

な
る

､

と

考

ぇ

ら

れ

る
｡

そ

れ

ゆ

え
､

仮
に

『

教

育
論
』

の

鍛
練
方
法

に

｢

あ

ら

ゆ
る

子
ど

も

た

ち
に

平

等
に

適
用
さ

れ

う
る
+

部
分
が

あ

る

と

し

て

も
､

紳
士

階

級
が

教
育
と

鍛
練
と

に

主

導
権
を

も
っ

て

い

る

か

ぎ

り
､

そ

れ

は
､

常
に

階
級
的
な

利
益

を

導
く

手

段
に

な

り

さ

が

っ

て

し

ま

う
｡

(

1
)

甘
F

β

ど
○

打
2

∴
→
弓
○

ゴ
e

邑
e
∽

O
f

G
O

く
e

ヨ
2
e

ロ
t

√

p

O

芋

t

ど
巴
e

已
t
-

O

n

J

已
t

F

甲
ロ

ど
t

3
へ

F
O
t

-

O

n

甲
ロ
ー

p
勺

勺

罵
監

房
○

ユ
l

t
i

O

宏

g
l

勺
2
t

e

l

F
P

巴
e
t
t

-

N

已
2

P
､

C
P

ヨ

訂
-

d

粥
e

q
n

F

巧
言
宏
､

-

漂
♪

p

甲

山

○

い

ー
い
い

芦

な

お
､

引

用
は

､

鈴

木

秀

勇

訳
､

世

界
大

思

想

全

集
､

第

八

巻
､

河

出
書

房
､

昭

和
三

十

年
に

よ

る
｡

(

2
)

-

b

芦
-

00

N

u
】

勺
･

旨
い

･

(

邦
訳

､

六

六

-
六

七
ペ

ー

ジ
｡

)

′{

1
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′

-ノ

(

3
)

-

E

チ
の

N

か
ー

や

岩
谷

∴
邦

訳
､

六

七
ペ

ー

ジ
｡

)

(

4
)

-

E

チ
00

N

ひ

も
･

い

声
(

邦

訳
､

六

七
ペ

ー

ジ
｡

)

(

5
)

-

E

チ
∽

N
u

､

や

岩
戸

(

邦

訳
､

六

七
ペ

ー

ジ
｡

)

(

6
)

本

稿
で

ほ
､

こ

の

観
点
か

ら

の

研

究

書

と

し

て
､

田

中

正

司

『

ジ

ョ

ン

･

ロ

γ

ク

研
究
』

未

来

社
､

一

九
六

八

年
､

お

よ

び

平

井

俊
彦
『

ロ

ブ

ク

に

お

け

る

人

間

と

社

会
』

ミ

ネ

ル

ヴ
ァ

書
房

､

一

九

六

四

年
等
を

参

考
に

し

た
｡

と

く
に

田

中

氏
の

論
文
に

つ

い

て

は
､

第
二

部

第
三

節

｢

ロ

ッ

ク

財
産
論
の

意
図

と

構

造
の

二

重

性
+

の

部

分
か

ら

本

稿
で

取

り

扱

う

｢

身
体

観

の

二

重

性
+

の

発

想
を

得
た

こ

と

を

お

断
り

し

て

お

く
｡

(

7
)

(

8
)

(

9
)

｡

p
.

〇

デ
∽

N

J

p

ワ

い

○

山

i
旨
P

(

邦
訳

､

六

七

-
六

八
ペ

ー

ジ
｡

)

(

1 0
)

-

b

芦
-

肪

N

¢
-

ワ

い

○
叫
･

(

邦

訳
､

六

九
ぺ

-

ジ
｡

)

(

1 1
)

○

ワ

｡
-

√

P
U

O

村
2

-

仰

山
ー

や

〓
い

･

(

1 2
)

城

丸

章

夫

『

現

代

教

育

学
』

第

十

四

巻
､

岩

波
､

一

九
六

二

年
､

一

二

ペ

ー

ジ
｡

(

1 5
)

同

上

書
､

一

三

ペ

ー

ジ
｡

(

1 4
)

｢

物
が

腐
敗
し

な
い

う

ち
に

､

ど

ん

な

便
益

で

も
､

と

に

か

く

生

活

上
の

便

益
が

加
え

ら

れ

る

よ

う
に

利
用
で

き

る

限
度

､

こ

の

限

度
に

つ

い

て

は
､

人

間

誰
で

も
が

､

自

分
の

労
働
に

よ
っ

て

固
定
で

き

る

の

で

あ
る

｡

こ

れ

を
こ

え

た

も
の

は
､

た
と

え

な

ん

で

も
､

彼

の

分

前

以

上
の

も

の

で

あ

り
､

本

来

他

人
に

帰

属

す

る

も

の

で

あ

る
+

(

○

や
(

告
.

-

∽

い

ー
ー

p
､

旨
∞

･

邦
訳

､

六

九

-
七

〇
ペ

ー

ジ
)

｡

｢

私

た

ち
に

所

有

権
を

与
え

る
､

そ

の

同

じ

自

然
の

法
が

､

ま
た

そ

の

所

有

権
の

限

界
を

も

定

め

て

い

る
+

(
-

b

芦
)

仰

芦
や

い

○

00
･

邦

訳
､

六

九
ペ

ー

ジ
｡

)

(

1 5
)

｢

し
か

し
な

が

ら
､

所

有
権
の

主

限

は

現

在
で

は
､

大

地

に

生

ず
る

果

実
や

､

大
地

に

生

き

て

い

る

獣
で

は

な

く
､

他
の

あ

ら

ゆ
る

も

の

を

包

含
し

ま
た

伴
っ

て

い

る

も

の

と

し

て

の

大

地

そ

の

も

の

(

H

邑
F
-

t

邑
f
)

で

あ

る
+

(
-

富

チ
仰

山

N
､

p
･

岩
∞

･

邦

訳
､

七

〇
ぺ

ー

ジ
)

｡

(

1 6
)

-

E
d

.

-

仰

い

叫
-

ワ

い

ー

N

∴
邦
訳

､

七
三

ペ

ー

ジ
｡

)

(

1 7
)

-

E
チ
の

ぶ
や
い

ー

ー

∴
邦
訳

､

七
二

ペ

ー

ジ
｡

)

(

1 8
)

i

E

チ
肋

当
-

や

い

ー

N
･

(

邦
訳

､

七
三

ぺ

ー

ジ
｡

)

(

1 9
)

ト

ウ
ニ

ー
､

前

端

書
､

三

三

-
三

四
ぺ

ー

ジ
｡

(

2 0
)

(

2 1
)

田

中
正

司
､

前

掲

書
､

二

四

七
ペ

ー

ジ
｡

(

空

く
e

g
n

､

→
F
｡

邑
e

F
-

､

→
F
e

I

ロ

邑
β

き
○
{

W
O

旨
2

呂
∽

E
p

p

n
P

t

F
e

払

t

巳
e

O
f

t

F
e

-

n
む

已
t

ユ
巴

p
→
t

∽

∴

宅
e

竜

也
○
→

打
-

-

ぎ
ゃ

づ
勺
一

N

い

斗

-
N

い

㌢

(

翌

○

や

○

早
口

F

か
.

､

肋

岸
p
･

窒
○

∴
邦

訳
､

一

〇

〇
ペ

ー

ジ
｡

)

(

2 4
)

-

豆

チ
O

F

㌣

肪

N

00
ー

や

旨
㍗

(

邦

訳
､

六

六

-
六

九
ペ

ー

ジ
｡

)
ぁ

わ

り
に

本

稿
で

は
､

ロ

ッ

ク

の

身
体

鍛
練
論
を

あ

く

ま
で

も

彼
の

時
代

に

お

い

て

検
討
し

た
｡

し
か

し
､

彼
の

提
起
し

た

問
題
の

根
底
に

あ

る

身
体

観
は

､

現

代
の

社

会
体

制
と

身
体
と
の

関
係
を

問
う

上

即
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で

重

要
な

示

唆
を

与

え

て

い

る
､

と

考
え

ら

れ

る
｡

一

九

六

四

年

以

来
､

わ

が

国
で

は
､

い

わ

ゆ

る

｢

国
民

体

力
づ

く
り
+

の

必

要

が

と

な

え

ら

れ

て

き
て

い

る
｡

そ

れ

ほ
､

｢

時
代
が

か

わ

ろ

う
と

､

思
潮
が

変
化

し

ょ

う
と

､

か

わ

る

こ

と
の

な
い

の

は
､

か

ら

だ

が

基

本
+

で

あ

り
､

｢

人

間
は

つ

ね

に
､

ど

ん

な

環
境
の

下

で

も

生

き
､

働
き

､

生

活
を

享
受
し

う

る

｢

か

ら
だ
+

を

備
え

て

い

な

く

て

は

な

ら
な
い
+

､

｢

つ

ね

に

人

間
は

自
然
の

中
に

生

き
る

能
力
を

保
持
し

て

い

な

く

て

は

な

ら
な
い
+

(

い

ず
れ

も
､

猪
飼
道
夫
『

体

育
の

科

学
的
基

礎
』

東
洋

館
出
版
社

､

昭

和
四

十

年
､

七
一

ペ

ー

ジ

よ

り
)

と
い

う
主

張
に

代
表
さ

れ

る

ご

と

く
､

き

わ

め

て
一

般

的
･

抽
象
的
な

｢

人

間
+

の

次

元
で

と

な
え

ら
れ

て

い

る
｡

し
か

ヽ

ヽ

し
､

現

代
に

お

い

て
､

し
か

も

今
日

､

な

ぜ

こ

と

さ

ら
に

｢

体
力
+

が

重

視
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

の

か
､

そ

れ

を

明

確
に

把

握
し

て

お

か

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

ロ

ッ

ク

の

鍛
練
論
を

通

じ
て

み

る

な

ら

ば
､

｢

国
民

体

力
づ

く
り
+

の

必

要
は

､

｢

自
然
の

法
則
+

に

反

し

て

大
多
数
の

者
が

身
体

を

酷
使
さ

れ

て

い

る

事
実
と

､

｢

体

力
+

鵬

を

労
働
力

､

軍
事
力

と

し
て

意
図
的
に

利
用
し

ょ

う
と

す

る

体

制

が

ロ

ッ

ク

の

時
代

以

来
継
続
し

て

い

る

と
こ

ろ
か

ら
生

じ

た
､

と

考
え

ら
れ

る
｡

本

稿
で

は
､

ロ

ッ

ク

の

鍛
練
論

と

身
体

観
に

の

み

触
れ

て

き

た
｡

し
か

し
､

ロ

ッ

ク

は
､

ス

ポ

ー

ツ

の

問
題
を

レ

ク

リ
エ

イ

シ

ョ

ン

の

範
疇
に

入

れ

て

扱
っ

て

い

る
｡

こ

の

■ス
ポ

ー

ツ

は
､

後
に

イ

ギ

リ

ス

の

バ

ブ

リ

ブ

タ
･

ス

ク

ー

ル

に

お

い

て
､

紳
士

階

級
の

必

須

の

素
養
で

あ

る

と

み

な
さ

れ

た

よ

う
に

､

紳
士

階

叔
と

き

わ

め

て

密
接
な

関
係
を

も
っ

て

い

た
､

と

考
え

ら

れ

る
｡

そ

こ

で
､

『

教

育
論
』

に

お

い

て
､

ス

ポ

ー

ツ

が

ど
の

よ

う
な

位
置
づ

け

を

さ

れ
､

そ

れ

が

ロ

ッ

ク

の

身
体

観
と
い

か

な

る

関
連
を

も
つ

の

か

等
々

を

残

さ

れ

た

問
題
と

し

て

別
の

機
会
に

検
討
す
る

こ

と
に

す
る

｡

(

一

橋

大

学
助

手
)

､

､




